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3
6
0
1

道路付属物位置情報提供ア
プリの事後調査について

(国研)寒
地土木
研究所

寒地機械
技術チー

ム

山田
充

寒地機械技術チームでは、除雪機械のオペレータにマンホール等の道路付属物の位置をアラート等で
伝えるスマートフォンアプリを開発し、希望者に無償提供を行っている。本稿では、R5年度冬期に初
めて実使用された状況の事後調査内容について報告する。

機_安
14_18_1
4:10

1 安 14
第４会

場
2.18 14:10 14:25 機械

3
7
0
2

モバイル端末による堆雪間距
離計測技術の検証

(国研)寒
地土木
研究所

寒地機械
技術チー

ム

飯田
美喜

(国研)寒
地土木研

究所

寒地機械
技術チー

ム

吉田
智

積雪期の路肩堆雪形状や道路有効幅員等から運搬排雪作業の実施時期や工法の計画立案を支援するた
め、モバイル端末に搭載されたLiDARを用いて路肩堆雪形状をセンシングするとともに、道路有効幅
員を想定した堆雪間距離の計測精度について検証した。その結果、堆雪形状の他、堆雪間距離も精度
良く計測することが可能であった。そのため、モバイル端末のLiDARは、より簡易的な計測技術とし
ての適用性を確認した。

機_Ｄ
10_18_1
4:25

1 Ｄ 10
第４会

場
2.18 14:25 14:40 機械

3
7
0
3

除雪車オペレータ支援システ
ムの設計・開発

(国研)寒
地土木
研究所

寒地機械
技術チー

ム

木村
崇

(国研)寒
地土木研

究所

寒地機械
技術チー

ム

山﨑
貴志

(国研)寒
地土木
研究所

寒地機械
技術チー

ム

山田
充

近年、除雪車オペレータの担い手不足、高齢化が進んでいる。また将来的な労働者人口の減少が予想
され、助手のサポートなしにオペレータのみで除雪を行うワンマン運用が求められており、オペレー
タの負担軽減に向けての支援が喫緊の課題となっている。このことを踏まえ、除雪施工中のオペレー
タを遠隔からリアルタイムに支援する「除雪車オペレータ支援システム」を設計し、プロトタイプの
開発を行ったので報告する。

機_Ｄ
11_18_1
4:40

1 Ｄ 11
第４会

場
2.18 14:40 14:55 機械

3
7
0
4 ロータリ除雪装置から排雪さ

れる雪の重量を計測する方法
について

(国研)寒
地土木
研究所

寒地機械
技術チー

ム

山﨑
貴志

(国研)寒
地土木研

究所

寒地機械
技術チー

ム

木村
崇

(国研)寒
地土木
研究所

寒地機械
技術チー

ム

村田
晴彦

除雪の担い手不足が深刻化する中、運搬排雪作業におけるダンプトラックの効率的な運用が必要であ
り、このための一策として、ロータリ除雪車からダンプトラックへ積み込む雪の重量をリアルタイム
に把握して適正重量を積み込むことが重要と考えられる。これに向けて、ロータリ除雪装置から排雪
される雪の重量を計測する方法を検討し、試験装置を製作して排雪重量計測試験を行ったので、その
概要について報告する。

機_Ｄ
12_18_1
4:55

1 Ｄ 12
第４会

場
2.18 14:55 15:10 機械

3
7
0
5 デジタルカメラ画像の画像解

析による簡易推定とその実装
方法の検討

(国研)寒
地土木
研究所

寒地機械
技術チー

ム

岸
寛人

(国研)寒
地土木研

究所

寒地機械
技術チー

ム

永長
哲也

救急排水ポンプ設備の運転判断のための水位確認を遠隔から可能にする方法として、カメラで取得し
た画像を解析し水位を推定する簡易な手法を検討してきた。本稿では、本手法を実際の樋門の画像に
適用した結果について紹介するとともに、実装方法について提案する。

機_Ｄ
13_18_1
5:10

1 Ｄ 13
第４会

場
2.18 15:10 15:25 機械

3
5
0
0

整備工場が抱える課題につ
いて

全道整備工
場の実態に関
するアンケー
ト調査結果

事業振
興部

機械課
諏訪
光星

事業振興
部

機械課
吉田
幸司

事業振
興部

機械課
貫田
大輔

少子高齢化や働き手の価値観変容などにより、自動車整備業界においても近年様々な環境が変化して
いる。一部の道路事務所では北海道開発局の車両整備業務から撤退する整備工場が出てきているのが
実態である。今後も引き続き道路の維持管理を安定的に実施するには、整備工場の確保は重要事項で
あることから、「全道整備工場の実態に関するアンケート調査」を実施し、整備工場が抱える課題に
ついて整理したので紹介する。

機_交
1_18_15:

55
2 交 1

第４会

場
2.18 15:55 16:10 機械

3
7
0
0

【i-Snow】除雪装置の自動化
に向けた検討

事業振
興部

機械課
山本
優哉

事業振興
部

機械課
小野
寺
敬太

事業振
興部

機械課
貫田
大輔

北海道の除雪現場においては除雪機械オペレータの確保や高齢化が課題となっている。北海道開発局
では、i-Constructionの取組として、産学官民が広く連携し除雪現場の省力化に関する活動を行う場
として「i-Snow」を設立し、ロータリ除雪車の投雪作業自動化等の検討・実証実験を行っている。本
論文では、令和５年度の実証実験の結果及び令和６年度の取組について紹介する。

機_Ｄ
14_18_1
6:10

2 Ｄ 14
第４会

場
2.18 16:10 16:25 機械

3
7
0
1

ICT活用による堤防除草現場
省人化技術の開発に向けて

事業振
興部

機械課
東陽
一

事業振興
部

機械課
三浦
豪

事業振
興部

機械課
石道
国弘

河川堤防は、堤防機能を健全に維持するために定期的な堤防除草が必要である。特に北海道は全国に
比べ人口減少が顕著なため建設業の担い手不足が大きな懸念となっており、除草作業は多くの労力と
時間を要するため省人化と効率化が求められている。堤防除草の自動化への取組【SMART-Grass】に
ついて、令和5年度までの検証結果を踏まえて、今年度に行っている検証・実証試験内容及び現場導
入に向けた課題を報告する。

機_Ｄ
15_18_1
6:25

2 Ｄ 15
第４会

場
2.18 16:25 16:40 機械

3
6
0
0 災害対策用ヘリコプターによ

る災害情報収集手法の確実
性向上について

事業振
興部

防災課
森一
輝

事業振興
部

防災課
合田
彰文

事業振
興部

防災課
村上
和也

日本海溝・千島海溝沿い巨大地震が危惧されるほか、気候変動による影響により気象災害が激甚化・
頻発化している北海道において、被害状況全体把握のため災害対策用ヘリコプターによる迅速な情報
収集が極めて重要である。そのため、長期整備等の不稼働期間においても代替ヘリを活用したリアル
タイムで映像配信が可能な手法について検証した。また、以前から課題であった夜間運用の効果や問
題点も検討し、報告するものである。

機_安
15_18_1
6:40

2 安 15
第４会

場
2.18 16:40 16:55 機械
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5
7
0
2

金山ダム堆砂測量における
UAVの活用について

グリーンレー
ザによるUAV
レーザ測量

札幌開
発建設

部

空知川河
川事務所
金山ダム
管理支所

鈴木
匠

札幌開発
建設部

空知川河
川事務所
金山ダム
管理支所

中村
文哉

札幌開
発建設

部

空知川河
川事務所
金山ダム
管理支所

佐々
木
晋

ダムの管理項目のひとつに上流からダム貯水池内に流れ込んでくる土砂量の経年変化を確認する堆砂
測量がある。金山ダム貯水池の上流部は樹木の繁茂や急峻な崖等の地形形状から船舶による侵入がで
きない箇所があり、従来の堆砂測量方法では、作業時間、コスト、作業の安全性について課題があっ
た。本報は金山ダムの課題解決のため行われているUAVを活用した堆砂測量について報告するもので
ある。

治_Ｄ
1_18_13:

5
1 Ｄ 1

第１会

場
2.18 13:05 13:20 治水

5
7
0
6

UAVを活用した砂防施設点検
について

ＵＡＶ飛行を
前提とした点
検マニュアル
の検討

帯広開
発建設

部

帯広河川
事務所

生田
海斗

帯広開発
建設部

帯広河川
事務所

土屋
峰人

日本工
営株式
会社

札幌支店
技術第2

部

梅谷
涼太

砂防施設点検は、施設の健全度や長寿命化を検討する上で重要な調査である。帯広開発建設部管内の
砂防施設は、大規模な施設が多く、人力による定期点検では調査に時間を要することや調査時の安全
性に課題がある現場もある。本稿では、これらの課題を解決するため、UAV飛行による定期点検、出
水・地震時の臨時点検等への適用やマニュアル策定に向けた検討結果などを紹介する。

治_Ｄ
2_18_13:

20
1 Ｄ 2

第１会

場
2.18 13:20 13:35 治水

5
7
0
0 鋼製砂防堰堤を対象とした

UAVを活用した点検計画の立
案について

UAV点検と目
視点検を組合
せた点検方法
の最適化

室蘭開
発建設

部

苫小牧砂
防海岸事

務所

上原
玲音

室蘭開発
建設部

苫小牧砂
防海岸事

務所

岩田
清德

八千代エ
ンジニヤ
リング株
式会社

横尾
公博

砂防施設はその健全度を評価し、長寿命化を図るための点検が必要不可欠である。樽前山では令和4
年度より、点検の省力化・高度化を目的に全14基の砂防施設でUAVとSfM解析を活用した点検調査を試
行してきた。試行の結果、UAV点検と目視点検の比較では、植生や日照影響等の課題が抽出された。
本稿では、それらの課題を踏まえて、砂防施設の点検を合理的かつ効果的に実施するための点検計画
を立案した検討事例を報告する。

治_Ｄ
3_18_13:

35
1 Ｄ 3

第１会

場
2.18 13:35 13:50 治水

5
7
0
1 CIMモデルを活用したUAVの

自律飛行による砂防施設の
点検調査について

札幌開
発建設

部

札幌河川
事務所

堤
亮太

札幌開発
建設部

札幌河川
事務所

近藤
雄一

札幌開
発建設

部

札幌河川
事務所

佐々
木努

近年の建設業では担い手確保・育成に向け、働き方改革と生産性向上のためインフラ分野のDXの取組
が推進されており、豊平川の砂防施設においては昨年度よりUAVの自律飛行による点検調査を検討し
てきた。本稿ではCIMモデルを活用してDID地区や送電線等の支障物、樹木の繁茂や写真の解像度等の
制約条件を踏まえ、安全で効率的な飛行ルートを設定し、UAVの自律飛行による点検調査の検討結果
を報告するものである。

治_Ｄ
4_18_13:

50
1 Ｄ 4

第１会

場
2.18 13:50 14:05 治水

5
6
0
5 VTOL固定翼ドローン等に搭

載したレーザー測量機器によ
る火山噴火等の広域災害調
査時の課題について

札幌開
発建設

部

河川整備
保全課

村上
泰啓

北海道大
学広域複
合災害研
究セン
ター

山田
孝

(株)ネクシ
ス光洋

寺林
修

火山噴火時の初期対応として、レーザー測量機器を搭載したVTOLドローン等で降灰等情報把握手法を
検討するため活火山(有珠山)にて微地形調査を実施した。結果、十分な精度で微地形計測が可能であ
り、降灰範囲・厚の早期確認手法検討に有効な手段であることを確認した。また、今後の課題として
高高度からの地形計測や、広域災害発生時におけるLTE地上局の代替となる通信方式の整理結果等に
ついて発表する。

治_Ｄ
5_18_14:

5
1 Ｄ 5

第１会

場
2.18 14:05 14:20 治水

5
4
0
6 札幌開発建設部における「か

わたびほっかいどう」の取り組
みについて

令和6年度の
取り組み内容
と今後の展開

札幌開
発建設

部

河川計画
課

佐藤
剣慎

札幌開発
建設部

河川計画
課

鈴木
史郎

北海道開発局では第９期北海道総合開発計画における「観光立国を先導する世界トップクラスの観光
地域づくり」の一環として、河川空間を活用した北海道発のツーリズム「かわたびほっかいどう」の
取組を推進している。本報告では、札幌開発建設部における令和６年度の取組を紹介するとともに、
自然環境・文化の保全と観光が両立した持続可能な観光地域づくりに向けた今後の課題と展開方針に
ついて検討を行った。

治_観
1_18_14:

45
1 観 1

第１会

場
2.18 14:45 15:00 治水

5
5
0
0 釧路川かわたびほっかいどう

の取組から更なる「共創」を目
指す

観光立国を先
導する地域づ
くりを目指して

釧路開
発建設

部
治水課

嵯峨
井聖
貴

釧路開発
建設部

治水課
後藤
裕二

治水課
稲垣
乃吾

第9期北海道総合開発計画では、「共に北海道の未来を創る（共創）」を中心的メッセージとして、
観光立国の先導などの目標達成に向け、多様な主体の連携･協働による一層の取組強化が求められて
いる。「川へ行こう！川を楽しもう！」釧路開発建設部では、釧路湿原を始めとした雄大な自然
フィールドを活用した、様々なアクティビティーを組み合わせた「かわたび」の取組を行っているこ
とから、事例と課題を整理し、更なる「共創」の可能性を考察する。

治_観
2_18_15:

0
1 観 2

第１会

場
2.18 15:00 15:15 治水

5
4
0
7

砂川遊水地の冬季における
利活用状況について

札幌開
発建設

部

滝川河川
事務所工

務課

小林
一馬

札幌開発
建設部

滝川河川
事務所計

画課

猪股
直紀

札幌開
発建設

部

滝川河川
事務所計
画課

鈴木
応徳

砂川遊水地（砂川オアシスパーク）では「砂川地区かわまちづくり計画」に基づいて整備を行った。
普段はウォーターレジャー等を楽しめる水辺空間と、地域の活性化を推進するため、年間を通して
様々なイベント等を開催して利活用を行っている。その中で今回は砂川遊水地での冬期における利活
用状況について報告する。

治_観
3_18_15:

15
1 観 3

第１会

場
2.18 15:15 15:30 治水

5
7
0
3 樋門改築工事における

BIM/CIM技術の有効活用事
例と課題について

旧千歳川樋
門改築工事
の取組事例

札幌開
発建設

部

千歳川河
川事務所
第2工務

課

早澤
華怜

札幌開発
建設部

千歳川河
川事務所
第2工務

課

大塚
康平

札幌開
発建設

部

千歳川河
川事務所
第2工務

課

橘内
英治

千歳川流域は洪水時に石狩川本川の高い水位の影響を受けることから治水対策として堤防整備が進め
られており、これに伴い樋門等の河川構造物の改築を多数実施している。昨年度に実施した旧千歳川
樋門改築工事では、複雑な樋門形状の早期把握や施工計画への検討等に活用するため、3次元モデル
を用いた施工を実施した。したがって本論文では、当該工事におけるBIM/CIMの取組概要及びその効
果、今後の課題について報告する。

治_Ｄ
6_18_15:

55
2 Ｄ 6

第１会

場
2.18 15:55 16:10 治水

5
7
0
4

雨竜川ダム再生事業における
DXの取り組み

３次元データ
を活用した効
率的な管理手
法について

札幌開
発建設

部

雨竜川ダ
ム建設事

業所

西村
康克

札幌開発
建設部

雨竜川ダ
ム建設事

業所

佐々
木
寛

札幌開
発建設

部

雨竜川ダ
ム建設事

業所

尾関
敏久

国土交通省ではインフラ分野のDXアクションプランを策定し、業務、組織、プロセス、文化・風土や
働き方の変革を目的に、DXの取組みのさらなる発展を目指している。本発表は、当事業における取組
みとして、業務効率化が求められる中で、データ活用環境の改善を実現した上での３次元データの活
用方法、データ一元管理、各業務情報の情報伝達手法及び広報への活用について述べると共に、今後
の発展性について考察するものである。

治_Ｄ
7_18_16:

10
2 Ｄ 7

第１会

場
2.18 16:10 16:25 治水

5
6
0
7 堤防点検・河川巡視の効率化

に向けたＡＩ技術活用の取り組
み

堤防天端舗
装の変状に特
化したAI技術
の構築と精度
評価

札幌開
発建設

部

江別河川
事務所計

画課

窪田
彩乃

札幌開発
建設部

江別河川
事務所計

画課

石井
克英

(株)北開
水工コン
サルタン

ト

札幌支店
河川調査
計画グ
ループ

大石
武
史・
山田
しお
り

江別河川事務所管内では、堤防本体や堤防天端利用者の安全性確保の観点から、延長約６２ｋｍの堤
防天端舗装区間を対象に破損の有無を定期的に巡視、点検等で確認し、必要に応じて補修等を行って
いるが、これらの点検作業等には多くの時間を要しているのが現状である。本稿では、堤防天端舗装
の点検等の効率化を図るために構築したＡＩ技術による破損状況検出とその精度評価結果、今後の活
用方法等について報告する。

治_Ｄ
8_18_16:

25
2 Ｄ 8

第１会

場
2.18 16:25 16:40 治水

5
7
0
7

AIを用いた河岸侵食検知の
自動化の取り組み

建設部
河川管理

課
永多
朋紀

建設部
河川管理

課
三浦
優也

建設部
河川管理

課
渡辺
浩司

北海道開発局では、将来の担い手不足やインフラ老朽化の進展等に対応するため、デジタル技術を活
用した河川管理等の高度化・効率化を図るAI/Eye River（アイ・リバー）の取組を進めている。本稿
ではその取組の一つとして、河川に設置されているCCTVの映像をAIを用いて解析することにより、河
川巡視では確認が難しい出水時の河岸侵食を自動で検知し、担当者にアラートを発信するシステムの
現場実装に向けた取り組みについて紹介する。

治_Ｄ
9_18_16:

40
2 Ｄ 9

第１会

場
2.18 16:40 16:55 治水
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セッション
6
4
0
3

電線・電柱があることの課題
に関する住民アンケート

(国研)寒
地土木
研究所

地域景観
チーム

大部
裕次

(国研)寒
地土木研

究所

地域景観
チーム

岩田
圭佑

(国研)寒
地土木
研究所

地域景観
チーム

榎本
碧

無電柱化の推進に向け、住民への理解や関心を促進する手法などを検討するための基礎的な知見を得
ることを目的に、暮らしや観光行動の中で電線・電柱が存在することの課題に関するアンケートを実
施した。アンケートはｗｅｂによる自由記述形式で、課題と思った考えや実際の体験談を収集し、こ
れを基にテキストマイニング分析を行い、潜在的な課題意識を把握した。

道_地
1_18_13:

5
1 地 1

第２会

場
2.18 13:05 13:20 道路

6
4
0
1 中通りの道路空間再配分およ

びエリア物流マネジメントの取
組事例

社会実験結
果の報告

札幌開
発建設

部

都市圏道
路計画課

野地
拓也

札幌開発
建設部

都市圏道
路計画課

小池
敦史

（株）ドー
コン

交通事業
本部交通
部都心交
通企画室

山本
純江

令和６年６月下旬から10月上旬にかけて、複数の中通りを対象に札幌都心部の魅力化に向けた社会実
験を実施した。本稿では、そのうち「荷さばき整序化、物流効率化」や「安心安全で歩きやすい歩行
環境づくり」に向けて取り組んだ１２３歩通り（南１条西２・３丁目中通り）について、令和５年度
における関係機関との調整内容、令和６年度の社会実験で得られた効果や課題、今後の整備、運用の
あり方の検討状況について報告する。

道_地
2_18_13:

20
1 地 2

第２会

場
2.18 13:20 13:35 道路

6
6
1
4 厳冬期における避難所の給

配電に向けた電動車の活用
可能性に関する研究

網走開
発建設

部

道路計画
課

藤田
悠斗

網走開発
建設部

道路計画
課

福本
和美

(株)ドーコ
ン 交通
事業本部
防災保全

部

村上
和馬

厳冬期の災害では、避難所の寒さ対策が重要である。特に電力は、暖房や暖かい食事の提供だけでな
く、照明や通信・医療機器の利用等、生活と安全を支えるために不可欠である。そこで、電動車
（EV、PHEV）の給電能力や機動性に着目し、厳冬期の停電時を想定した避難所への給電、ポータブル
電源の充電と公共施設への配送、道の駅トイレへの給電に関する実験を行い、斜里町ウトロ地区の地
区防災への活用可能性について検討した。

道_地
3_18_13:

35
1 地 3

第２会

場
2.18 13:35 13:50 道路

6
6
3
0

道路防雪林における樹木の
成長モデル案の作成

(国研)寒
地土木
研究所

雪氷チー
ム

大宮
哲

(国研)寒
地土木研

究所

雪氷チー
ム

吉井
昭博

(国研)寒
地土木
研究所

雪氷チー
ム

原田
裕介

道路防雪林を適切に形成・維持管理するための「計画・設計、施工、育成管理のライフサイクルモデ
ル」を提示するためには、樹木の成長に応じた防雪性能を定量化することが不可欠である。本稿で
は、1994年、2014～15年、2024年に北海道内18防雪林35箇所で樹木調査を実施した結果を用い、成長
に応じた樹高・胸高直径・下枝の枯れ上がり高さ・枝張長を整理のうえ、道路防雪林における樹木の
成長モデル案を作成した。

道_安
1_18_14:

15
1 安 1

第２会

場
2.18 14:15 14:30 道路

6
6
0
3 一般国道241号十勝大橋にお

ける落雪防止対策の検討事
例について

帯広開
発建設

部

道路設計
管理官付

関ゆ
かり

帯広開発
建設部

道路設計
管理官付

渡邉
修一

帯広開
発建設

部

道路整備
保全課

村上
恵介

一般国道２４１号十勝大橋は１級河川十勝川に架かる橋長５０１ｍの斜張橋で、平成８年度の供用以
降、斜材ケーブルに付着した雪や氷の落下により通行車両に影響を与える事象が発生している。その
ため、平成１４年度からスクレーパー除雪装置による斜材ケーブルの雪落しを行っているところであ
るが、作業時間短縮や作業員確保といった諸課題へ対応するため、本稿では新たな落雪対策手法の検
討状況を報告するものである。

道_安
2_18_14:

30
1 安 2

第２会

場
2.18 14:30 14:45 道路

6
6
1
5 宗谷地域における公共事業を

継続するための運搬排雪の
取組

地域課題へ
の取り組み

稚内開
発建設

部

道路整備
保全課

助石
寛

稚内開発
建設部

稚内道路
事務所

山崎
浩嗣

稚内開
発建設

部

稚内道路
事務所

佐藤
平

昨今の宗谷地域では、交通誘導警備員やダンプトラックの確保が難しく、道路維持や除雪作業に影響
を及ぼし喫緊の課題となっていた。特に運搬排雪では、作業の調整に時間を要し道路交通への影響が
発生するなどの課題があった。そこで、運搬排雪の作業計画を事前に策定し、複数の維持除雪工事で
連携した計画的な運搬排雪を試行実施した。本稿では課題整理や改善方策をとりまとめ、今後の運搬
排雪の効率的な運用に向けて報告する。

道_安
3_18_14:

45
1 安 3

第２会

場
2.18 14:45 15:00 道路

6
6
1
2 吹雪視界状況の円滑な情報

共有に向けた車載カメラ画像
収集システムの活用

釧路開
発建設

部

道路計画
課

三村
北斗

釧路開発
建設部

道路計画
課

渡邉
周市

(一社）北
海道開
発技術セ
ンター

地域政策
研究所

大橋
一仁

安全な道路交通を確保するため、正確かつ即時に吹雪発生状況を把握する必要がある。過年度の取り
組みから、車載型カメラ画像収集システムを用いることで、冬期道路の維持管理にも寄与する事が出
来るとされている。本論文はこれらを活用した昨年度の試行内容とその結果について報告するもので
ある。

道_安
4_18_15:

0
1 安 4

第２会

場
2.18 15:00 15:15 道路

6
6
3
3 飛雪粒子の残像を考慮した吹

雪時におけるCCTVカメラの
露光時間

(国研)寒
地土木
研究所

雪氷チー
ム

櫻井
俊光

(国研)寒
地土木研

究所

雪氷チー
ム

武知
洋太

釧路開
発建設

部

施設整備
課

國分
徹哉

吹雪時において、人の目による視程と測器やカメラによる視距離には差異があり、原因は人の目によ
る飛雪粒子の残像が原因と言われている。本研究では、残像による影響を考慮した吹雪の視程に関す
る数値モデルを構築し、残像が人の目の視程に影響することを明らかにした。また吹雪時における
CCTVカメラの露光時間について調査し、暫定的ではあるが最適な露光時間の範囲を明らかにした。

道_安
5_18_15:

15
1 安 5

第２会

場
2.18 15:15 15:30 道路

6
6
0
8 コンクリート舗装の防錆対策

実施箇所における初期供用
性状の調査結果について

一般国道276
号におけるコ
ンクリート舗
装の試験施
工

室蘭開
発建設

部

道路整備
保全課

滝沢
真吾

(国研)寒
地土木研

究所

寒地道路
保全チー

ム

上野
千草

コンクリート舗装には、荷重伝達を担うダウエルバーや、損傷の進展を抑制する目的で鉄網・縁部補
強鉄筋に鋼材が用いられている。これらの鋼材は長期供用に伴い腐食し、破断や膨張することによ
り、段差やポットホールを引き起こす要因となっている。本文は、損傷発生リスクの抑制を目指し、
試験的にダウエルバーの腐食対策および鉄網・縁部補強鉄筋の省略を実施したコンクリート舗装にお
ける初期供用性状を調査した結果を報告するものである。

道_安
6_18_15:

55
2 安 6

第２会

場
2.18 15:55 16:10 道路

6
6
2
6

粗面系舗装の耐久性向上に
向けた取り組み

北海道横断
自動車道にお
ける北海道型
SMAの試験施
工

(国研)寒
地土木
研究所

寒地道路
保全チー

ム

大江
弘希

(国研)寒
地土木研

究所

寒地道路
保全チー

ム

上野
千草

(国研)寒
地土木
研究所

寒地道路
保全チー

ム

丸山
記美
雄

近年、道路舗装における長寿命化・高耐久化といった社会的ニーズが非常に強くなっている。そのた
め、北海道開発局が管理する高規格幹線道路や一般国道に用いられる北海道型SMAについても、さら
なる長寿命化・高耐久化を実現する必要がある。本報告では、積雪寒冷環境下における耐久性に優れ
たポリマー改質アスファルトH型-Fを用いた北海道型SMAの配合設計および試験施工を実施した結果に
ついて報告する。

道_安
7_18_16:

10
2 安 7

第２会

場
2.18 16:10 16:25 道路

6
6
2
8 積雪寒冷地におけるフォグ

シール工法の欠損進行抑制
効果に関する検討

(国研)寒
地土木
研究所

寒地道路
保全チー

ム

松本
第佑

(国研)寒
地土木研

究所

寒地道路
保全チー

ム

上野
千草

(国研)寒
地土木
研究所

寒地道路
保全チー

ム

丸山
記美
雄

積雪寒冷地では、舗装に発生したひび割れへの水の浸入や凍結融解により、ひび割れ部の欠損が拡大
しポットホールのような損傷に進展する。ひび割れ部にアスファルト乳剤を充填するフォグシール工
法はひび割れ部の欠損抑制効果が期待されている。本検討では、フォグシール工法を施工した道内３
箇所の国道において、５０ｃｍメッシュのひび割れ部欠損マス数を計上し、フォグシール工法の欠損
進行抑制効果を評価した結果を報告する。

道_安
8_18_16:

25
2 安 8

第２会

場
2.18 16:25 16:40 道路

6
6
2
9 釧路阿寒自転車道における
舗装路面点検の指標に関す
る基礎調査

(国研)寒
地土木
研究所

寒地道路
保全

遠藤
康男

(国研)寒
地土木研

究所

寒地道路
保全

丸山
記美
雄

(国研)寒
地土木
研究所

寒地道路
保全

紅林
俊

積雪寒冷地の自転車道の舗装では、凍上や低温によるひび割れや不陸が発生し走行性が低下する場合
があるが、現時点では損傷を受けた舗装の点検評価を行う際の定量的指標が定まっておらず、定量的
に評価する指標の設定と補修判断目安の確立が望まれている。本報告では、路面点検評価指標の確立
に向けて釧路阿寒自転車道で実施した基礎調査について中間報告を行うものである。

道_安
9_18_16:

40
2 安 9

第２会

場
2.18 16:40 16:55 道路
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↓ﾘｽﾄ

課所等
氏
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セッション
7
5
0
2 道内コンテナ輸送の効率化に

向けた内陸コンテナデポの展
望について

港湾空
港部

港湾計画
課

奈良
恭兵

㈱ クマシ
ロシステ
ム設計

佐藤
規之

港湾と背後圏間輸送が長距離・長時間とならざるを得ない北海道においては、物流の2024年問題によ
る輸送力の低下が懸念される。本報では、北海道における外貿コンテナ貨物の流動実態とともに、空
コンテナの流動実態を整理した上で、道内の外貿コンテナ輸送の効率化に向けて、内陸コンテナデポ
の活用による効果と実現に向けた課題を整理し、今後の展望について報告するものである。

港_地
4_18_13:

5
2 地 4

第３会

場
2.18 13:05 13:20

港湾・
漁港・
空港

7
2
0
1

道産食材積込をキーワードと
したクルーズ振興への挑戦

港湾空
港部

港湾計画
課

米光
保貴

北日本港
湾コンサ
ルタント㈱

石川
浩希

2024年の北海道へのクルーズ船寄港数は新型コロナ前2019年の水準を上回り、クルーズ船寄港による
地域経済の波及効果が期待されている。魅力ある道産食材のリストを作成し、シップチャンドラーと
船社へ配布する。一方で、食材積込担当者や料理長を招いた食材ツアーによるポートセールスを実施
した。その効果と課題を整理し継続的な食材の供給体制やポートセールスの推進方策を検討した内容
を報告する。

港_地
5_18_13:

20
2 地 5

第３会

場
2.18 13:20 13:35

港湾・
漁港・
空港

7
2
0
0

小樽港第3号ふ頭クルーズ船
岸壁改良整備

小樽開
発建設

部

小樽港湾
事務所

小田
拓実

小樽開発
建設部

小樽港湾
事務所

笠間
基

小樽市
産業港湾
部 港湾

室

繁在
家
祐

小樽港は、日帰り圏内に多くの観光資源があり、クルーズ船の寄港地として人気が高いが、大型ク
ルーズ船の接岸が可能な勝納ふ頭は、小樽市の主要な観光エリアから遠く、受入れ施設が不足する等
の課題があった。このため、小樽の観光を代表する小樽運河からわずか300mの距離にある第３号ふ頭
に、大型クルーズ船岸壁やクルーズターミナル等の施設を整備した。本稿では、これらの整備に至る
経緯、課題及び対応策について報告する。

港_地
6_18_13:

35
2 地 6

第３会

場
2.18 13:35 13:50

港湾・
漁港・
空港

7
1
0
0

人工魚礁の効果検証を目的
としたホッケの食性解析

(国研)寒
地土木
研究所

水産土木
チーム

安
孝珍

(国研)寒
地土木研

究所

水産土木
チーム

森
健二

沖合域は漁業生産を支える重要な漁場であるが、調査に様々な制限があるため沿岸域に比べ知見が乏
しい。本研究では、利尻島沖合の人工魚礁漁場において主要魚種であるホッケの漁獲調査を行い、漁
獲物の食性解析により人工魚礁の魚体増肉効果を検証した。人工魚礁が設置されている場所と離れた
場所で捕獲されたホッケの胃内容物を比較した結果、顕著な差は見られなかった。

港_地
7_18_13:

50
2 地 7

第３会

場
2.18 13:50 14:05

港湾・
漁港・
空港

7
3
0
0

函館港西防波堤背後盛土の
環境調査

－ブルーカー
ボン生態系に
よるCO2吸収
量の試算と変
遷－

函館開
発建設

部

函館港湾
事務所第
1工務課

飯田
宇喬

函館開発
建設部

函館港湾
事務所第
1工務課

髙橋
秀則

北日本
港湾コン
サルタン
ト株式会

社

第3技術
部 調査
チーム

土井
善和

函館港では、浚渫土砂を函館港西防波堤の背後盛土に利用しており、背後盛土によって浅場となった
所に藻場が造成している。本論は、令和４年度から実施している背後盛土の藻場調査での繁茂状況の
変遷とブルーカーボン生態系によるCO2吸収量の試算結果の推移を報告する。併せて、森港高基混成
堤を一事例として既設構造物のブルーカーボン効果の可能性を報告する。

港_ｾﾞ
1_18_14:

30
1 ｾﾞ 1

第３会

場
2.18 14:30 14:45

港湾・
漁港・
空港

7
5
0
0 久遠漁港における藻場機能

の回復の効果検証と施設の
維持管理について

背後小段での
潜堤構造の
効果検証・施
設の維持管
理

函館開
発建設

部

江差港湾
事務所工

務課

小杉
海

函館開発
建設部

江差港湾
事務所工

務課

坂下
勲

日本デー
ターサー
ビス株式
会社

水工第Ⅱ
部

小野
雄

久遠漁港周辺海域は、磯焼け現象の進行に伴い藻場の消失が著しく、沿岸漁業へ大きな影響をもたら
している。この課題に対し、南防波堤・南護岸に越波対策を図るとともに藻場創出機能を確保するた
め背後小段を備えた潜堤構造を取り入れ、令和３年度に施設が概成した。本報では、藻場モニタリン
グの経年変化状況と2地点の流速観測結果から数値解析的手法を用いて通年の小段全体の流動につい
て評価し、整備効果および藻場を継続的に形成させるために実施する維持管理手法について報告す
る。

港_ｾﾞ
2_18_14:

45
1 ｾﾞ 2

第３会

場
2.18 14:45 15:00

港湾・
漁港・
空港

7
3
0
1

調査時期の異なる空撮データ
による簡易な藻場分類手法

(国研)寒
地土木
研究所

水産土木
チーム

菅原
吉浩

ブルーカーボンのCO₂固定効果を算定するためには、空撮画像と潜水調査を組み合わせた手法が一般
的であるが、近年の潜水士の減少から、省力化した手法が求められている。本報告では、過去の潜水
データを活用した空撮画像の解析により、潜水調査を行わずに海藻被度を算定する手法について検討
した。

港_ｾﾞ
3_18_15:

0
1 ｾﾞ 3

第３会

場
2.18 15:00 15:15

港湾・
漁港・
空港

7
3
0
2 自然調和型施設における藻

場の育成状況とCo2固定効果
の検証について

農業水
産部

水産課
安永
健太

農業水産
部

水産課
木口
輝

本報文では、北海道内の第３種漁港、第４種漁港で整備した礼文西(元地)漁港、他６漁港の自然調和
型施設における藻場の生育状況を把握し、藻場のＣｏ２固定効果を検証することを目的として、UAV
を活用した空撮を実施し、各漁港の藻場の繁茂状況、藻場面積等の藻場生育状況の整理結果、及び
カーボンニートラルに寄与するブルーカーボンの観点から、藻場形成状況に対するＣｏ２固定量の試
算結果及び考察・評価を報告する。

港_ｾﾞ
4_18_15:

15
1 ｾﾞ 4

第３会

場
2.18 15:15 15:30

港湾・
漁港・
空港

7
6
0
4 鴛泊港におけるボーディング

ブリッジの利用向上を図る対
策検討について

稚内開
発建設

部

稚内港湾
事務所

難波
佳佑

稚内開発
建設部

稚内港湾
事務所

石田
遼祐

日本デー
ターサー
ビス株式
会社

平郡
聖士

鴛泊港フェリーターミナルは、荒天時も高齢者等が安全かつ快適に利用できるボーディングブリッジ
（以下、BB）を備えたバリアフリー対応旅客施設として平成26年3月に整備された。しかし近年、港
内擾乱によりフェリーが動揺し、乗客がBBを利用できずタラップでの乗降を余儀なくされる事象が生
じている。本報告では、実態把握のための現地調査結果および擾乱要因を踏まえたBB利用向上を図る
対策の検討結果について報告する。

港_安
10_18_1
5:55

3 安 10
第３会

場
2.18 15:55 16:10

港湾・
漁港・
空港

7
6
0
3 サロマ湖漁港第２湖口地区に

おけるサンドポケットの効果に
ついて

網走開
発建設

部

網走港湾
事務所

鈴木
大哉

網走開発
建設部

網走港湾
事務所

下口
由晃

網走開
発建設

部

網走港湾
事務所

山本
剛

サロマ湖漁港第２湖口地区は、ホタテの漁業活動を行う漁船の航路として、また、湖内の海水交換確
保として機能を果たしているが、これまで波浪による湖口航路の埋塞が発生しており、有識者による
漂砂対策技術検討会での提案を参考に漂砂対策を進めている。対策のひとつとして、平成２９年度及
び令和２年度にサンドポケットにより漂砂の航路流入を抑える取組を実施しており、この効果につい
て報告するものである。

港_安
11_18_1
6:10

3 安 11
第３会

場
2.18 16:10 16:25

港湾・
漁港・
空港

7
6
0
9 新千歳空港における地下埋

設物の大規模地震対策につ
いて

耐震検討から
工事の概要

札幌開
発建設

部

千歳空港
建設事業

所

宮崎
泰地

札幌開発
建設部

千歳空港
建設事業

所

伊東
敦史

札幌開
発建設

部

千歳空港
建設事業

所

下阪
郁

新千歳空港において、滑走路や誘導路等の直下に河川函渠等の施設が埋設されているが、大規模な地
震への耐震整備がなされていなかったことから、空港機能だけでなく生活機能や経済機能にも影響が
出る可能性があった。そこで、平成18年頃より令和6年度にかけて耐震検討から施工までを行ってい
るところである。検討の概要や埋設函渠の耐震工事にて採用したポストヘッドバー工法などを主とし
て、完成までの経緯等を本題にて発表する。

港_安
12_18_1
6:25

3 安 12
第３会

場
2.18 16:25 16:40

港湾・
漁港・
空港

7
6
0
7

1952年十勝沖地震津波によ
る被害の検証

調査報告書と
航空写真によ
る被害状況の
分析と教訓の
紹介

(国研)寒
地土木
研究所

寒冷沿岸
域チーム

佐藤
功坪

本研究では、流氷を伴う津波の国内唯一の被害事例である1952年十勝沖地震に着目し、津波による被
害の実態を当時の調査報告書の記述および航空写真を基に評価すると共に、雪、氷、寒さといった寒
冷環境が津波被害に与えた影響を地震当時の記録を基に分析した。本報告ではこれら分析結果と共
に、今後想定される冬期の津波防災に向けた教訓を紹介する。

港_安
13_18_1
6:40

3 安 13
第３会

場
2.18 16:40 16:55

港湾・
漁港・
空港
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発表
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4
6
0
0

AI技術を活用した走行車両異
常検知の精度向上について

事業振
興部

デジタル
基盤整備

課

藤井
辰好

事業振興
部

デジタル
基盤整備

課

平井
和範

事業振
興部

デジタル
基盤整備

課

樋口
潔

現在運用している走行車両異常検知システムについて、今後システムの利用拡大を行うためには、さ
らなる精度向上が必要不可欠である。精度向上を実現するために、検知結果や問題点についてまと
め、新たな技術を活用した検知手法について考察する。

電_安
54_19_1
3:5

13 安 54
第４会

場
2.19 13:05 13:20

電気通
信

4
6
0
1

ドローンによる資機材輸送の
検討

山岳地テレ
メータ設備更
新でのＵＡＶ
活用検討

帯広開
発建設

部

施設整備
課

村井
一匡

帯広開発
建設部

施設整備
課

三上
紘幸

帯広開
発建設

部

施設整備
課

立川
文夫

北海道開発局では工事などで資機材を輸送する際、車輌による輸送が困難な山岳地等では人力運搬又
はヘリコプタによる空輸にて行ってきた。近年、ドローンを活用した物資輸送の運用事例も増えてき
ており、民間企業ではドローンを用いた山岳地での輸送試験も行われている。本発表は、山岳地に設
置されたテレメータ雨量観測所の機器更新においてドローンによる資機材輸送を検討し行なったの
で、その結果について報告するものである。

電_安
55_19_1
3:20

13 安 55
第４会

場
2.19 13:20 13:35

電気通
信

4
6
0
2

直流電源を用いたトンネル照
明の整備について

旭川開
発建設

部

施設整備
課

笹森
勇佑

旭川開発
建設部

施設整備
課

狩野
恭彰

旭川開
発建設

部

施設整備
課

鈴木
蓮燿

近年の照明設備は、省エネルギー性、省メンテナンス性に優れるLED 照明が積極的に採用されいる。
現在、整備中の音威子府バイパス（仮称）の各トンネルにおいては、新たなLEDトンネル照明システ
ムである直流電源方式にて北海道初導入を行ったので、従来方式との違いや効果、課題と対策につい
て報告するものである。

電_安
56_19_1
3:35

13 安 56
第４会

場
2.19 13:35 13:50

電気通
信

4
6
0
3

光ネットワークの停電対策に
ついて

大規模停電
時にも止まら
ないネット
ワークを目指
して

札幌開
発建設

部

電気通信
技術課

髙尾
啓太

札幌開発
建設部

電気通信
技術課

中村
嘉郁

札幌開
発建設

部

電気通信
技術課

野矢
英俊

北海道開発局で整備しているCCTVカメラ、情報表示装置等の光ネットワークの停電対策には、多くの
費用と時間がかかり、停電対策されている設備と未対策の設備が物理的に同一のネットワークになっ
ていると大規模停電が発生した場合には全てのデータが収集できない状況となる。今回は光ネット
ワークの停電対策について、光バイパススイッチの活用によって得られる効果と実験によって得られ
た課題等を報告する。

電_安
57_19_1
3:50

13 安 57
第４会

場
2.19 13:50 14:05

電気通
信

4
6
0
4

津波浸水被害を想定した統合
通信網の構築について

多重無線通
信網のルート
構成

事業振
興部

デジタル
基盤整備

課

山内
拡

事業振興
部

デジタル
基盤整備

課

樋口
潔

事業振
興部

デジタル
基盤整備

課

笹浪
貴弘

令和6年1月に発生した能登半島地震では通信インフラに大きな被害があり、現地復旧作業に支障が生
じて大きな社会問題となった。北海道で今後発生が予想される日本海溝・千島海溝沿い巨大地震で
は、函館及び室蘭開発建設部の浸水・停電により無線回線の通信断が想定される。現状の多重無線通
信網について課題をとりまとめ、課題解決に向けた回線構成を検討し、災害に強い統合網構築につい
て発表する。

電_安
58_19_1
4:5

13 安 58
第４会

場
2.19 14:05 14:20

電気通
信

共同研究者２共同研究者１発表者（代表者） 開始 終了

番
号

略称
論文
番号

会場 発表日

セッション



第68回(令和6年度)北海道開発技術研究発表会 発表要旨一覧(自由課題)

論文名 発表者、共同（研究）発表者等の所属等

主題 ｻﾌﾞﾀｲﾄﾙ

195 195 192 185

整理

番号

開建等
↓ﾘｽﾄ

課所等
氏
名

開建等
↓ﾘｽﾄ

課所等
氏
名

開建等
↓ﾘｽﾄ

課所等
氏
名

予定
時刻

予定
時刻

発表
部門

共同研究者２共同研究者１発表者（代表者） 開始 終了

番
号

略称
論文
番号

会場 発表日

セッション
5
6
1
7

河道掘削後の再堆積抑制に
向けた現状の把握と課題

(国研)寒
地土木
研究所

寒地河川
チーム

伊波
友生

(国研)寒
地土木研

究所

寒地河川
チーム

大石
哲也

(国研)寒
地土木
研究所

寒地河川
チーム

川村
里実

気候変動に伴い計画降雨が見直される中で、掘削河道の長寿命化が課題となっている。しかし、掘削
後に再堆積し難い河道形状に関する技術的な検討例は少なく、これまでの検討の多くが個別河川での
事例的なモニタリングに留まっている。このような背景を踏まえ、本研究では、再堆積メカニズムに
関わる既往の研究を整理することで現時点での知見と課題を明らかにするとともに、今後の研究につ
いての展望を示した。

治_安
16_19_9:

5
4 安 16

第１会

場
2.19 9:05 9:20 治水

5
3
0
2 春季伐採のさらなる効果的な

伐採条件（遮光等）の検証に
ついて

札幌開
発建設

部

岩見沢河
川事務所

村上
慎弥

札幌開発
建設部

岩見沢河
川事務所

佐々
木
博文

札幌開
発建設

部

岩見沢河
川事務所

小出
慎

河川管理においては流下阻害等の原因となる河道内のヤナギ等の再樹林化が問題となっており、その
対策で維持管理費が逼迫している状況である。岩見沢河川事務所では過年度より管内の河川を対象
に、伐採後の再樹林化抑制対策の取組として、春季伐採による抑制効果を検証してきた。本報は、春
季伐採の条件として草本等の遮光状態及び樹齢の違いに着目し、さらなる効率的な樹木伐採手法につ
いて試験・考察を行った事例を報告する。

治_安
17_19_9:

20
4 安 17

第１会

場
2.19 9:20 9:35 治水

5
6
0
0 河道内におけるハリエンジュ

の再樹林化抑制対策につい
て

維持管理コス
トを抑えた伐
採手法検討

旭川開
発建設

部

旭川河川
事務所

井部
巧実

旭川開発
建設部

旭川河川
事務所

小林
充邦

旭川開
発建設

部

旭川河川
事務所

今村
雄一

ハリエンジュの再樹林化を防ぐため、様々な手法が検討されているが、伐根後に土中に残っている水
平根から萌芽するケースがあり、再樹林化抑制対策が継続的に成功している事例はそれほど多くはな
い。本報では、伐採時のコストを抑えた手法と適切な維持管理サイクルを設定するため、積雪寒冷地
域での実施が可能であり、水平根の形成層を破壊することで萌芽の抑制が期待できる手法で実施した
結果を、報告するものである。

治_安
18_19_9:

35
4 安 18

第１会

場
2.19 9:35 9:50 治水

5
6
0
9 千歳川遊水地群のヤナギに

着目した維持管理に関する検
討について

札幌開
発建設

部

千歳川河
川事務所

田中
真侑

札幌開発
建設部

千歳川河
川事務所

沼田
英治

札幌開
発建設

部

千歳川河
川事務所

太田
陽子

千歳川遊水地群のうち千歳川河川事務所で運用する4遊水地は、今年度末で供用開始から舞鶴遊水地
で10年、根志越、北島、東の里の3遊水地は5年となるが、過年度より実施している環境調査の結果よ
り、近年ではヤナギ林の拡大が顕著となる等の環境変化が確認されている。本稿では4遊水地におけ
る環境調査の結果から植生遷移の状況を把握し、ヤナギ林増加に伴う影響及び今後の維持管理に向け
た検討を行うものである。

治_安
19_19_9:

50
4 安 19

第１会

場
2.19 9:50 10:05 治水

5
6
1
8

堤防機能を低下させるオオイ
タドリの防除対策

(国研)寒
地土木
研究所

水環境保
全チーム

鈴木
朋子

(国研)寒
地土木研

究所

水環境保
全チーム

布川
雅典

(国研)寒
地土木
研究所

水環境保
全チーム

横山
洋

河川堤防に繁茂する植物は、堤防機能を低下させることがある。特にオオイタドリの繁茂は法面裸地
化の原因となる。本種は多年草であり根茎からの養分を使って再生を繰り返すため、年に１回や年に
２回の堤防除草で抑制することは難しい。そこで、根茎養分を消費させ再生力を弱める狙いで、年に
４回以上の多回刈り試験を令和5年度から実施している。ここでは試験２年目の調査結果の速報を報
告する。

治_安
20_19_1
0:5

4 安 20
第１会

場
2.19 10:05 10:20 治水

5
7
0
5 十勝川流域における流量観

測の無人化に向けた今後の
展開

帯広開
発建設

部
治水課

大串
正紀

帯広開発
建設部

流域治水
対策官付

小泉
和久

株式会
社北開
水工コン
サルタン

ト

水圏調査
部

井上
和哉

平成２８年洪水では道内各地において記録的な洪水が発生した。当部管内では崖崩れや通行止めが多
数発生し、複数地点において流量観測の実施を断念した。この状況を踏まえ、観測不可能となった地
点、特に山間部を中心に、流量観測の無人化に向けて検討を進めている。本報告では当部で実施して
いる試験観測の結果や現場への実装に向けた今後の展開について報告する。

治_安
21_19_1
0:50

5 安 21
第１会

場
2.19 10:50 11:05 治水

5
6
0
4 結氷河川における水位変動を

考慮した流量推定手法の現
地適用

河川結氷時
の流量推定
手法マニュア
ル（案）を用い
て

札幌開
発建設

部

流域治水
対策官付

平松
裕基

札幌開発
建設部

河川計画
課

倉本
洋平

(国研)寒
地土木
研究所

寒地水圏
研究グ
ループ寒
地河川
チーム

平田
智道

結氷河川の流量算出において、札幌開発建設部で従来用いられてきた手法では、日流量のみの算出と
なり、時刻水位の変化を反映できない状況である。そこで、水位変化を考慮した時刻流量の算出が可
能な、寒地土木研究所の「河川結氷時の流量推定手法マニュアル（案）」による流量の算出精度向上
を目的とした検討を実施した。結氷する8観測所の過去10カ年資料を用いて、水文統計資料に与える
影響等について調べた結果を報告する。

治_安
22_19_1
1:5

5 安 22
第１会

場
2.19 11:05 11:20 治水

5
6
1
5

河川氾濫による農地土壌流
亡についての水理実験

～農地におけ
る水害リスク
評価手法の
開発に向けた
初期検討～

(国研)寒
地土木
研究所

寒地河川
チーム

神原
柚乃

(国研)寒
地土木研

究所

寒地河川
チーム

島田
友典

(国研)寒
地土木
研究所

寒地河川
チーム

堀田
伸之

平成28年の北海道豪雨では、河川氾濫により農地土壌が大量に流亡する被害が生じた。
土壌流亡が発生した農地の復旧には多大な時間と費用を要し、農業生産に大きな被害をもたらした。
これを受け、北海道開発局と寒地土木研究所において、農地における水害リスク評価手法の開発に着
手したが、農地土壌流亡のメカニズムは十分に解明されていない。
本稿では、課題の背景と、初年度に実施した土壌流亡実験の概要について報告する。

治_安
23_19_1
1:20

5 安 23
第１会

場
2.19 11:20 11:35 治水

5
6
2
0 多地点観測結果に基づく鵡川

および沙流川流域における平
成28年8月北海道豪雨による
浮遊土砂流出特性の変化

(国研)寒
地土木
研究所

水環境保
全チーム

内藤
大梧

(国研)土
木研究所

企画部研
究企画課
研究評
価・国際
室長

水垣
滋

山地から海岸に至る流域土砂動態を明らかにすることは河川管理上重要である。鵡川および沙流川流
域ではこれまで出水時の浮遊土砂濃度が多地点で同時に観測されてきた。沙流川流域では平成28年8
月北海道豪雨によって斜面崩壊が多数発生し、多くの土砂生産源が形成された。本報告では、両流域
で行われた豪雨前後10年間の浮遊土砂濃度観測の結果から、平成28年8月北海道豪雨前後に生じた土
砂流出特性の変化を調べた。

治_安
24_19_1
1:35

5 安 24
第１会

場
2.19 11:35 11:50 治水

5
4
0
0

アイヌ文化振興に資する河川
整備の取組

北海道特有
の観光地域づ
くりを目指して

室蘭開
発建設

部

鵡川沙流
川河川事

務所

橋本
武幸

室蘭開発
建設部

鵡川沙流
川河川事

務所

七五
三
拓海

平取町
アイヌ施
策推進課

島野
健二

令和６年３月に閣議決定された第９期北海道総合開発計画では、観光立国を先導する世界トップクラ
スの観光地域づくりやアイヌ文化の振興等といった複数の主要施策が示された。本論は、先人たちが
守ってきた地域の価値を高め、保存し、次世代に受け継ぐ持続的発展をまちの主要施策として実施し
ている平取町と協同で取り組んでいる沙流川流域におけるアイヌ文化の伝承に欠かせない有用植物の
保全・創出の取組などについて報告する。

治_地
8_19_13:

5
3 地 8

第１会

場
2.19 13:05 13:20 治水

5
4
0
5 サンルダムにおける地域協働

による「郷土の森づくり」の取
り組み

旭川開
発建設

部

名寄河川
事務所サ
ンルダム
管理支所

豊巻
拓海

旭川開発
建設部

名寄河川
事務所サ
ンルダム
管理支所

小澤
和行

(株)北開
水工コン
サルタン

ト

札幌支店
環境調査
計画グ
ループ

野村
美紀
子

サンルダムでは、平成12年から「郷土の森づくり」を地域住民と協働で実施し、ダム周辺の森林再生
に取り組んでいる。生態学的混播法・混植法による植樹活動は、種子採取からポット苗の育成、植樹
まで一連のサイクルで行っている。また、植樹後のモニタリングにより、遷移段階での課題を分析
し、改善策を検討している。本報告では、これまでの住民協働による植樹活動とモニタリング結果に
基づいた取り組みについて報告する。

治_地
9_19_13:

20
3 地 9

第１会

場
2.19 13:20 13:35 治水

5
4
0
8

築堤工事区間における植物
重要種の保全対策について

札幌開
発建設

部

千歳川河
川事務所

杉浦
文柊

札幌開発
建設部

千歳川河
川事務所

大森
未音

札幌開
発建設

部

千歳川河
川事務所

林典
宏

石狩川水系旧夕張川で、環境省レッドリスト絶滅危惧種１B類(EN)、北海道レッドデータブック絶滅
危惧種(Cr)のクロミサンザシの生育が確認された。旧夕張川では千歳川河川整備計画に基づく河川整
備を実施しており、当該樹種の生育箇所が築堤盛土工事の支障となる。本論文では、当該樹種の重要
性や生育の条件に触れながら、検討した保全対策と対策実施後のモニタリング結果、及び今後の課題
に関する考察等を報告する。

治_地
10_19_1
3:35

3 地 10
第１会

場
2.19 13:35 13:50 治水
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セッション
5
4
0
1 河川事業におけるシシャモ産

卵環境への影響評価につい
て

室蘭開
発建設

部
治水課

福岡
修司

室蘭開発
建設部

治水課
竹下
智規

室蘭開
発建設

部
治水課

中村
洋祐

沙流川では、河川整備計画に基づき、河道掘削や二風谷ダム・平取ダムの建設により洪水被害の軽減
を図っている。一方、沙流川流域は北海道の太平洋沿岸のみに生息するシシャモの遡上、降海や産卵
もみられる河川である。本報告では、沙流川におけるシシャモ資源量の経年変化データと事業進捗の
照合により、両者の関連性を考察し、シシャモの資源量の変動要因や産卵床の河川物理環境条件の経
年変化について報告を行うものである。

治_地
12_19_1
4:30

3 地 12
第１会

場
2.19 14:30 14:45 治水

5
4
0
3

天塩川上流における希少猛
禽類への影響を考慮した対応

－名寄河川
事務所管内
の工事を事例
として－

旭川開
発建設

部

名寄河川
事務所

山崎
朔弥

旭川開発
建設部

名寄河川
事務所

宮崎
稜翔

明治コン
サルタン
ト株式会

社

有賀
誠

天塩川では希少猛禽類の繁殖が毎年確認されている。名寄河川事務所では、希少猛禽類と河川整備の
共生を目標に掲げ、有識者からの助言や研究機関との情報共有を図りつつ各種調査及び保全措置のも
とで工事を実施している。本発表では、2024年度における管内の繁殖確認調査、その結果に基づく繁
殖ステージを考慮した工程調整や工事での対応措置について、河道掘削工事、樋門改築工事での実施
事例を報告する。

治_地
11_19_1
3:50

4 地 11
第１会

場
2.19 13:50 14:05 治水

5
4
0
2 天塩川中上流における魚類

等の生息・産卵環境の再生に
ついて

- 総合水系環
境整備の取
組み -

旭川開
発建設

部
治水課

越智
啓介

旭川開発
建設部

名寄河川
事務所

前田
章博

株式会
社 エコ
テック

中村
成志

天塩川では、平成29年に天塩川中上流地区自然再生計画を策定し、支川合流部等の落差解消による河
川縦断方向の連続性(遡上・生息環境)の改善や、河道整正による砂礫河原(生息・産卵環境)の回復
等、持続可能な河川環境再生の取組みを行っている。本論文では、これまでの取組みを紹介するとと
もに、自然再生目標(遡上可能河川延長、砂礫河原回復面積)の達成状況及び実施状況について報告す
るものである。

治_地
13_19_1
4:45

4 地 13
第１会

場
2.19 14:45 15:00 治水

5
6
1
9 サケ産卵床環境からみた水

温上昇のサケ個体群への影
響

(国研)寒
地土木
研究所

水環境保
全チーム

布川
雅典

(国研)寒
地土木研

究所

水環境保
全チーム

星野
剛

(国研)寒
地土木
研究所

水環境保
全チーム

山田
嵩

近年のサケ漁獲数減少は社会問題化している。一方で北海道では、2023年夏季から秋季にかけての記
録的な気温上昇に伴って、河川でも高い水温が観察された。サケの卵は、日平均水温の積算温度に
よって発生ステージが決定されることから、水温上昇は稚魚のふ化時期に大きく影響する。そのた
め、将来的な水温上昇が稚魚のふ化浮上時期を早期化させ、サケ個体数の減少が予想される。ここで
はそのメカニズムについて解説する。

治_地
14_19_1
5:0

4 地 14
第１会

場
2.19 15:00 15:15 治水

5
4
0
4 美利河ダムの魚道におけるサ

クラマス親魚のモニタリングに
ついて

魚カウンター
を用いたサク
ラマスの遡上
数調査

函館開
発建設

部

今金河川
事務所

大川
紘

函館開発
建設部

今金河川
事務所

大島
圭佑

株式会
社 ドー
コン

環境事業
本部 環
境保全部

高松
慎吾

後志利別川の上流に位置する美利河ダムでは、魚類の遡上・降下環境改善を目的とした魚道が設置さ
れており、サクラマス等の回遊魚の遡上・降下が確認されている。本報告はサクラマス親魚の遡上数
計測を目的に設置した魚カウンターの運用方法と、得られた結果から考察されたサクラマス親魚の産
卵遡上状況について報告するものである。

治_地
15_19_1
5:15

4 地 15
第１会

場
2.19 15:15 15:30 治水

5
6
1
4

豊平川における水温の将来
変化

(国研)寒
地土木
研究所

水環境保
全チーム

星野
剛

(国研)寒
地土木研

究所

水環境保
全チーム

山田
嵩

(国研)寒
地土木
研究所

水環境保
全チーム

布川
雅典

気候変動により河川の流量や水温が変化し、生物等への影響が予想される。本研究では豊平川におけ
る多地点水温観測を実施するとともに豊平川の水温を表現可能な水温シミュレーションモデルを構築
した。構築したモデルに気候予測データベースからの気温情報を入力することで豊平川における気候
変動による河川水温の変化を定量評価した。

治_地
16_19_1
5:55

5 地 16
第１会

場
2.19 15:55 16:10 治水

5
4
0
9

網走川流域における多自然
川づくりの取組について

魚道改良によ
る遡上機能の
向上

網走開
発建設

部

北見河川
事務所

石原
伊織

網走開発
建設部

北見河川
事務所

市原
哲也

網走開
発建設

部

北見河川
事務所

佐々
木
誠

網走川はワカサギ、サケ、サクラマス等が遡上・産卵する良好な自然環境を有する河川であるが、流
域全体では河川横断工作物により遡上困難な箇所が多数あり課題となっている。魚類の生息･生育･繁
殖環境を保全･創出していくためには、流域全体で魚類の移動の連続性を確保することが重要であ
り、本報告では、河川管理者と施設管理者の協働による多自然川づくりの取組として、既設魚道の改
良方法について報告するものである。

治_地
17_19_1
6:10

5 地 17
第１会

場
2.19 16:10 16:25 治水

5
6
0
1 尻別川の自然再生計画立案

に向けた河川環境目標の設
定手法について

サケ科魚類の
生息環境を指
標とした定量
的環境目標
の検討

小樽開
発建設

部

倶知安開
発事務所
河川課

田中
大地

小樽開発
建設部

倶知安開
発事務所
河川課

野口
朋毅

小樽開
発建設

部

倶知安開
発事務所
河川課

田上
信樹

令和6年5月に「生物の生息・生育・繁殖の場としてもふさわしい河川整備及び流域全体としての生態
系ネットワークのあり方検討会」による提言がまとめられ、河川環境の整備と保全において「定量的
な河川環境目標」を設定する重要性が示された。しかし、その手法は確立されておらず、各河川で試
行錯誤を続ている。本報告は、尻別川の自然再生計画立案に向け、提言や先行事例を踏まえた環境目
標設定の課題と方向性について報告する。

治_地
18_19_1
6:25

5 地 18
第１会

場
2.19 16:25 16:40 治水

5
5
0
1

地域と共創しながら進める北
村遊水地事業の取組

札幌開
発建設

部

岩見沢河
川事務所

深浦
亮一

札幌開発
建設部

岩見沢河
川事務所

金谷
将志

札幌開
発建設

部

岩見沢河
川事務所

廣瀬
純司

北村遊水地は、優良農地として利用されている土地に地役権を設定することにより整備している。事
業を進めるにあたり、家屋などの移転、施設整備による農地分断など、生活や営農環境が大きく変わ
るため、地域の協力を得て事業推進と地域共生を実現するための取組を進めている。本研究は、遊水
地事業における地域の文化・歴史・産業の特性を把握し寄り添った取組について、その内容と地域社
会や事業進捗への影響を考察する。

治_地
19_19_1
6:40

5 地 19
第１会

場
2.19 16:40 16:55 治水
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6
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0

大沼トンネル避難坑の施工に
ついて

熱水変質を受
けた低強度地
山と多量湧水
への対応

函館開
発建設

部

函館道路
事務所
第2工務

課

宮澤
駿

函館開発
建設部

函館道路
事務所
第2工務

課

髙橋
民雄

大林・岩
田地崎・
森川特定

JV

岡崎
雄一

北海道縦貫自動車道七飯～大沼は、高速ネットワークの拡充による連絡機能の強化を図り、地域間交
流の活性化及び重要港湾函館港、拠点空港函館空港等への物流の効率化等の支援を目的とした延長
10.0kmの高速自動車国道である。大沼トンネル(仮称)は延長約7kmの長大トンネルのため避難坑が計
画されている。本稿では、トンネル本坑に先立ち施工を行っている避難坑の施工状況と本坑施工にお
ける今後の課題について報告するものである。

道_安
25_19_9:

5
6 安 25

第２会

場
2.19 9:05 9:20 道路

6
6
1
1 中流動コンクリートを用いた覆

工コンクリート打設における品
質向上の取り組み

新稲穂トンネ
ルＬ側仁木工
区の施工事
例

小樽開
発建設

部

小樽道路
事務所 第
3工務課

大島
章寛

小樽開発
建設部

小樽道路
事務所

小川
修

前田建
設工業
(株)

新稲穂ト
ンネル作
業所

米田
正臣

覆工コンクリートの品質向上を目的として、中流動コンクリートと型枠バイブによる打設方法を採用
し、脱型後に「表層目視評価シート」を活用した表層評価を実施した。気泡、砂すじ、色むらなどの
評価結果を基に型枠バイブレータの配置・振動時間、および打設管理方法や設備の改善を行いなが
ら、継続的かつ定量的に実施した覆工コンクリートの品質向上の取り組みについて報告するものであ
る。

道_安
26_19_9:

20
6 安 26

第２会

場
2.19 9:20 9:35 道路

6
6
2
4 トンネル漏水発生箇所おける

覆工背面の地山の性状に関
する研究

(国研)寒
地土木
研究所

防災地質
チーム

吉野
恒平

(国研)寒
地土木研

究所

防災地質
チーム

倉橋
稔幸

(国研)寒
地土木
研究所

防災地質
チーム

岡﨑
健治

トンネル維持管理において、漏水は対策しなければならない変状の一つである。本研究では旧送毛ト
ンネル漏水発生箇所においてボーリング調査を実施し、覆工背面の地山の性状について調査した。地
山の岩種は安山岩であり、角礫状に破砕していたことが分かった。こうした覆工背面の角礫状破砕部
は複数のボーリング調査地点で確認されたことから、地山内に岩石が角礫状に破砕された領域が分布
する可能性がある。

道_安
27_19_9:

35
6 安 27

第２会

場
2.19 9:35 9:50 道路

6
6
0
6 スリップフォーム工法を用いた

コンクリート剛性防護柵の効
率的施工について

室蘭開
発建設

部

苫小牧道
路事務所
第２工務

課

山口
響

室蘭開発
建設部

苫小牧道
路事務所
第２工務

課

平田
健朗

株式会
社 磯田

組

土木部
工事課

小野
浩史

一般国道235号日高自動車道厚賀静内道路区間は完成二車線の区間である。そのため同区間内の新冠
トンネルでは、中央分離帯を整備する必要があり、コンクリート剛性防護柵をスリップフォーム工法
により施工した。当工法を用いることで工期短縮や、工事現場の省人化が可能となる。本報文では当
工法を用いてトンネル内のコンクリート剛性防護柵を施工した先行事例として、これらの効果や現場
での課題について報告する。

道_安
28_19_9:

50
6 安 28

第２会

場
2.19 9:50 10:05 道路

6
6
2
7 既設舗装路面へのダイヤモン

ドカッタによる表面研削工法
施工後の路面性状に関する
一考察

(国研)寒
地土木
研究所

寒地道路
保全チー

ム

佐藤
圭洋

(国研)寒
地土木研

究所

寒地道路
保全チー

ム

丸山
記美
雄

既設コンクリート舗装路面へのダイヤモンドカッタによる表面研削工法の試験施工が過年度に行われ
ており、表面研削工法施工後のすべり抵抗値やきめ深さなどの路面性状を経年的に調査してきた。本
報告では、施工後約10年経過後までの追跡調査を行った結果から、供用後のすべり抵抗値やきめ深さ
などの路面性状の長期的な推移について明らかにし、過年度に表面研削工法を施工した区間の路面性
状について考察を行ったので報告する。

道_安
29_19_1
0:5

6 安 29
第２会

場
2.19 10:05 10:20 道路

6
6
0
5

橋台コンクリートの表層品質
向上の試行と効果の検証

帯広開
発建設

部

帯広道路
事務所第
２工務課

下地
広騎

帯広開発
建設部

帯広道路
事務所第
２工務課

成田
琳

帯広開
発建設

部

帯広道路
事務所第
２工務課

濱下
和久

北海道十勝地方は、凍害危険度５に相当する非常に厳しい環境下にあり、コンクリートの品質管理に
おいては耐久性確保の観点から表層品質の確保が極めて重要であり、施工時に初期欠陥が少ない構造
物を構築する必要がある。
本報告では、「コンクリートのひび割れ抑制をはじめとする品質向上に関する試行」に選定された現
場における、表層品質向上の取り組みと課題、対策事例、効果の検証について報告する。

道_安
30_19_1
0:45

7 安 30
第２会

場
2.19 10:45 11:00 道路

6
6
3
1 切削面上に施工したアスファ

ルト加熱型塗膜防水層の各
種性能照査試験

(国研)寒
地土木
研究所

寒地構造
チーム

三浦
之裕

(国研)寒
地土木研

究所

寒地構造
チーム

角間
恒

(国研)寒
地土木
研究所

寒地構造
チーム

畠山
乃

橋梁補修工事で実施する床版防水工では、舗装切削時に発生した切削痕を床版表面に残したまま防水
層を設置することが多いが、必ずしも切削面上での性能が確認された工法や材料が選択されていない
現状がある。本稿では、切削面上に施工したアスファルト加熱型塗膜防水層の防水性能、接着性能、
耐久性能に関する照査試験を行い、既設床版を対象にした防水工の性能確保状況や課題を整理した結
果を報告する。

道_安
31_19_1
1:0

7 安 31
第２会

場
2.19 11:00 11:15 道路

6
6
0
7 ひずみ計測に光学ストランド

を用いた国道37号白鳥大橋
のヘルスモニタリングへの適
用性検討

固有振動特
性評価

室蘭開
建（関
係）

安藤ハザ
マ技研

澤田
純之

室蘭工業
大学

瓦井
智貴

室蘭開
発建設

部

室蘭道路
事務所

対馬
一成

室蘭工業大学が取り組んでいるひずみ計測に光学ストランドを用い，データ取得にIoT技術を用いた
計測システムの長大橋に関するヘルスモニタリングへの適用性について，計測フィールとして室蘭開
発建設部が管理する国道３７号白鳥大橋にて検討を行った．本報告では，通常走行時における応答ひ
ずみを計測して白鳥大橋の現状における固有振動特性評価を試み，本橋の健全性と共に提案システム
の適用性を確認したので報告する．

道_安
32_19_1
1:15

7 安 32
第２会

場
2.19 11:15 11:30 道路

6
6
3
2 室内試験と実橋応力計測に

基づく床版の土砂化進展予測
に関するケーススタディ

(国研)寒
地土木
研究所

寒地構造
チーム

角間
恒

(国研)寒
地土木研

究所

寒地構造
チーム

丸藤
大樹

(国研)寒
地土木
研究所

寒地構造
チーム

畠山
乃

道路橋コンクリート床版の維持管理では、点検あるいは調査結果を基に土砂化発生までの期間を予測
した上で、対策計画（対策工法や対策時期等）を策定するのが望ましい。本稿では、床版の土砂化進
展予測に関する一検討として、室内における耐久性試験および実橋における応力計測を基に、床版上
面側に発生したひび割れが土砂化に進展するまでの実期間に関するケーススタディを行った結果を報
告する。

道_安
33_19_1
1:30

7 安 33
第２会

場
2.19 11:30 11:45 道路

6
6
0
2 特殊な有ヒンジＰＣラーメン橋

桁端部の補強対策工事報告

国道228号松
城橋（ドゥルッ
クバンド形式）
の浮き上がり
防止対策

函館開
発建設

部

江差道路
事務所

山田
和輝

函館開発
建設部

江差道路
事務所

佐竹
永光

函館開
発建設

部

函館道路
事務所

泉澤
大樹

国道２２８号松城橋は、道内直轄国道で唯一のドゥルックバンド形式（桁端部と橋台をＰＣ鋼材で鉛
直方向に連結した特殊構造）の橋梁である。本構造は、ＰＣ鋼材が腐食破断すると桁端部が浮き上が
り、現道交通に支障を及ぼした事例があり、予防保全対策を講じるため、詳細調査、構造解析的アプ
ローチ、対策工の設計・施工を行った。本稿では、昨年度発表の設計概要に引き続き、対策工事の施
工内容と今後の維持管理について報告する。

道_安
34_19_1
1:45

7 安 34
第２会

場
2.19 11:45 12:00 道路

6
6
2
5 北海道におけるアルカリシリ

カ反応が疑われるコンクリート
構造物の目視調査に関する
一報告

(国研)寒
地土木
研究所

耐寒材料
チーム

白井
良明

(国研)寒
地土木研

究所

耐寒材料
チーム

遠藤
裕丈

(国研)寒
地土木
研究所

耐寒材料
チーム

三原
慎弘

近年、寒冷な北海道でもアルカリシリカ反応(以下、ASR)によるコンクリート構造物の劣化が確認さ
れている。また、北海道開発局の橋梁点検でもASRが疑われる橋梁が報告されている。ASRは、骨材周
囲に形成されるアルカリシリカゲルの吸水膨張によってコンクリートにひび割れを生じさせる。そこ
で、実態把握のためASRが疑われる橋梁を抽出し現地で目視による簡易な調査を行った。

道_安
35_19_1
3:5

8 安 35
第２会

場
2.19 13:05 13:20 道路

6
6
1
7 スランプ保持型混和剤の添加
量がコンクリートのフレッシュ
性状経時変化と硬化後の物
性に及ぼす影響

(国研)寒
地土木
研究所

耐寒材料
チーム

山内
稜

(国研)寒
地土木研

究所

耐寒材料
チーム

吉田
行

(国研)寒
地土木
研究所

耐寒材料
チーム

三原
慎弘

コンクリート工場の集約化に伴う工場から施工現場までの長時間運搬による施工性低下から、出来上
がりコンクリートの品質低下の懸念がある。著者らは、その対策の一つとしてスランプ保持型混和剤
を用い、種類によりその効果は異なるもののスランプ保持性が高まることを確認してきた。本研究で
は、スランプ保持型混和剤の添加量がフレッシュコンクリートのスランプと空気量の保持性および硬
化後の物性に及ぼす影響について検討した。

道_安
36_19_1
3:20

8 安 36
第２会

場
2.19 13:20 13:35 道路
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開建等
↓ﾘｽﾄ

課所等
氏
名

予定
時刻

予定
時刻

発表
部門

共同研究者２共同研究者１発表者（代表者） 開始 終了

番
号

略称
論文
番号

会場 発表日

セッション
6
6
1
6 施工時に生じた初期欠陥がコ

ンクリートのスケーリング抵抗
性と表層品質に及ぼす影響

(国研)寒
地土木
研究所

耐寒材料
チーム

吉田
行

(国研)寒
地土木研

究所

耐寒材料
チーム

山内
稜

(国研)寒
地土木
研究所

耐寒材料
チーム

三原
慎弘

コンクリート施工時に生じた初期欠陥が構造物の耐久性に及ぼす影響度を把握するため、著者らは
コールドジョイント等を模擬した供試体を用いてスケーリング試験や表層品質評価試験を実施し、初
期欠陥から劣化が誘発される可能性および透気や吸水試験によりコンクリート表層の品質を一定程度
評価できることを確認してきた。本研究では、初期欠陥の種類を追加し、それらが構造物の耐久性や
表層品質に及ぼす影響について検討した。

道_安
37_19_1
3:35

8 安 37
第２会

場
2.19 13:35 13:50 道路

6
6
3
9 コンクリートの微細ひび割れ

の簡易補修の適用に向けた
実験的検討

施工環境に合
う材料選定が
必要

(国研)寒
地土木
研究所

耐寒材料
チーム

佐藤
義臣

(国研)寒
地土木研

究所

耐寒材料
チーム

内藤
勲

(国研)寒
地土木
研究所

耐寒材料
チーム

三原
慎弘

厳しい環境にあるコンクリートは、ひび割れから劣化が進行しやすいため、微細ひび割れであっても
早期の対策が望ましい。本研究では、微細ひび割れに対して早期に被覆等の補修を行った実験にて劣
化因子の抑制効果や環境条件による材料劣化の検証を行った。種々の塗布系補修材料で補修した供試
体による室内・暴露実験、および試験施工の結果から、環境に合わせた材料選定が必要であり、早期
対策による劣化抑制の有効性を確認した。

道_安
38_19_1
3:50

8 安 38
第２会

場
2.19 13:50 14:05 道路

6
6
3
7 鋼板接着により補強した鉄筋

コンクリート床版の健全性低
下に関する基礎的試験

(国研)寒
地土木
研究所

寒地構造
チーム

丸藤
大樹

(国研)寒
地土木研

究所

寒地構造
チーム

角間
恒

(国研)寒
地土木
研究所

寒地構造
チーム

蛯子
恭好

鋼板接着した鉄筋コンクリート床版（以下、床版）が劣化するにあたって、アンカー周辺のコンク
リートに損傷が見られることがこれまでの調査で分かっている。しかし、アンカー部コンクリートの
損傷が補強材の健全性に与える影響はまだよく分かっていない。本稿では、鋼板接着した床版試験体
に対してアンカー引抜試験等の力学的試験を実施し、コンクリート損傷に伴う補強材アンカー部の耐
力低下について調査した結果を報告する。

道_安
39_19_1
4:5

8 安 39
第２会

場
2.19 14:05 14:20 道路

6
6
2
3 低温環境下での樹脂系ひび

割れ注入材の施工性に関す
る基礎的検討

(国研)寒
地土木
研究所

耐寒材料
チーム

小中
隆範

(国研)寒
地土木研

究所

耐寒材料
チーム

内藤
勲

(国研)寒
地土木
研究所

耐寒材料
チーム

三原
慎弘

積雪寒冷地の補修工事では、エポキシ樹脂系ひび割れ注入材の最低使用温度である5 ℃以下でも施工
が実施されており、注入材の流動性低下からひび割れに十分に充填されないことから、低温用の注入
材が使用されているが、これらの施工性や充填性等は明確になっていない。本報告では、低温用の注
入材の低温環境下での性状等を把握するため、ひび割れを模擬した供試体を用いた注入充填性試験に
よる基礎的な検討を行った。

道_安
40_19_1
4:45

9 安 40
第２会

場
2.19 14:45 15:00 道路

6
6
1
0

熱水を用いた縁石端部の除
草について

熱水散布条
件と除草効果
およびコスト
比較について

旭川開
発建設

部

士別道路
事務所第
1工務課

田中
大器

三共建設
株式会社

高橋
崇

旭川開
発建設

部

士別道路
事務所第
1工務課

古田
雄一

温水除草と従来の人力除草の行い、経済性を比較する。また、温水散布を行う時間に差をつけて草の
生え方に差が出るかを確認する。不施工･人力施工･1回散布･2回散布･3回散布と散布回数により草の
生え方が変化するか調査する。イタドリに温水散布を行った場合にイタドリを枯死させることができ
るかを確認する。

道_安
41_19_1
5:0

9 安 41
第２会

場
2.19 15:00 15:15 道路

6
6
0
1

撤去橋梁を活用した調査研究
の取組について

国道２２９号
八雲町冷水
橋を活用した
調査研究

函館開
発建設

部

八雲道路
事務所

渡邊
創

八雲道路
事務所

道路整備
保全官

石山
賢二

室蘭工
業大学

もの創造
系領域
土木工学
ユニット

瓦井
智貴

国立大学法人室蘭工業大学により取り組んでいる老朽化した橋梁を用いた調査研究に対し、函館開発
建設部が試験フィールドとして本年度から撤去を開始した国道229号冷水橋を提供し、その振動実験
として、ひずみ計測による２０トン車走行時における冷水橋の挙動性状について、今後の老朽化対策
の参考として報告するものである。

道_安
42_19_1
5:15

9 安 42
第２会

場
2.19 15:15 15:30 道路

6
6
1
8 シラン系表面含浸材の塗布

から長期経年したコンクリート
の効果持続状況の簡易判定
法の検討

(国研)寒
地土木
研究所

耐寒材料
チーム

遠藤
裕丈

(国研)寒
地土木研

究所

耐寒材料
チーム

三原
慎弘

(国研)寒
地土木
研究所

寒地技術
推進室

村中
智幸

平成19年にシラン系表面含浸材による補修設計が北海道開発局道路設計要領に新たに明記されてから
18年が過ぎ、これまで多くのコンクリート構造物に適用されている。一方、長期経過後に効果持続状
況を現場で簡易に判定する方法は十分整備されていない。そこで塗布したシラン系表面含浸材の効果
が続いていると吸水しにくく、濡れた表面に風をあてると早く乾く特徴に着目し、これを応用した簡
易判定法の開発に向けた検討を行った。

道_安
43_19_1
5:30

9 安 43
第２会

場
2.19 15:30 15:45 道路

6
6
3
4 橋梁用支承の機能劣化と主

桁の残存性能の評価に関す
る考察

(国研)寒
地土木
研究所

寒地構造
チーム

佐藤
京

(国研)寒
地土木研

究所

寒地構造
チーム

寺澤
貴裕

(国研)寒
地土木
研究所

寒地構造
チーム

畠山
乃

道路橋支承は取替えが可能な部材であるが、取替えが困難な場合が多く、支承の機能保全を進めるた
めに客観的に支承の機能低下を把握する手法とそれを評価する手法が必要である。著者らは、支承の
機能劣化が要因と考えられる橋梁の劣化損傷を明確化し、劣化に伴う状態変化と桁への影響について
考察を行った。さらに、支承機能に係わる現地調査結果を用いた橋梁上部構造の残存性能を評価する
方法について提案する。

道_安
44_19_1
5:45

9 安 44
第２会

場
2.19 15:45 16:00 道路

6
6
2
2 大型土のうによる小規模落石

に対する応急対策に関する実
験的検討

(国研)寒
地土木
研究所

寒地構造
チーム

中村
拓郎

(国研)寒
地土木研

究所

寒地構造
チーム

三浦
之裕

(国研)寒
地土木
研究所

寒地構造
チーム

畠山
乃

大型土のうは道路や河川を対象とした緊急を要する応急復旧工事で広く活用されている．本研究で
は，50kJ程度の小規模な落石に対する簡便な応急対策の提案に向けて，耐候性大型土のうの落石衝突
時の挙動や破損状況，落石捕捉性能を検証することを目的に，土のうの積層方法，重錘の衝突エネル
ギー等を実験パラメータとした重錘衝突実験を実施し，現場適用時の留意点等を整理した．

道_安
45_19_1
6:25

10 安 45
第２会

場
2.19 16:25 16:40 道路

6
6
3
5

周氷河堆積物の層序と崩壊メ
カニズム

平成２８年北
海道豪雨によ
る日勝峠周辺
の例

(地独)北
海道立
総合研
究機構

地質防災
グループ

小安
浩理

(国研)寒
地土木研

究所

防災地質
チーム

坂本
尚弘

(地独)北
海道立
総合研
究機構

地質防災
グループ

川上
源太
郎

豪雨による周氷河斜面での斜面災害を防止し、被害を軽減するためには、崩壊要因を明確にして適切
な対策を講じる必要がある。本発表では、基盤地質が異なる複数の斜面を対象に、地盤工学的特性
（透水性および地盤強度）の試験結果を示し、豪雨時における斜面内部での浸透水の挙動や地盤強度
の変化を崩壊深度に着目して議論する。さらに、これらの試験に基づき推定される崩壊メカニズムを
示す。

道_安
75_19_1
6:40

10 安 75
第２会

場
2.19 16:40 16:55 道路

6
6
3
6 周氷河斜面における土砂災

害防止・軽減のための調査と
試験

国道274号日
勝峠の災害を
踏まえて

(地独)北
海道立
総合研
究機構

地質防災
グループ

石丸
聡

(地独)北
海道立総
合研究機

構

地質防災
グループ

仁科
健

(地独)北
海道立
総合研
究機構

地質防災
グループ

加瀬
善洋

これまでの斜面対策は、そのほとんどが急傾斜地を対象とするものであった。しかし、近年の急激な
気候変動にともなう豪雨の増加により、2016年の国道274号日勝峠や羅臼町主要道道87号など緩傾斜
の周氷河斜面での斜面災害が頻発するようになった。そのため、これまで対象外であった周氷河斜面
の対策を目的として、その特性を踏まえた効果的な野外調査・室内分析手順を提案する。

道_安
76_19_1
6:55

10 安 76
第２会

場
2.19 16:55 17:10 道路

6
6
1
3

軟弱地盤上のボックスカル
バートの基礎地盤対策

新たな基礎地
盤補強対策
工法の適用に
ついて

釧路開
発建設

部

釧路道路
事務所 第
3工務課

問谷
怜志

釧路開発
建設部

釧路道路
事務所 第
3工務課

鶴谷
孝一

(株)ドー
コン

環境事業
本部 地質

部

原
靖

北海道横断自動車道阿寒IC～釧路西IC間（L=17km）は、全区間の約75％が泥炭性軟弱地盤上の盛土区
間で、ボックスカルバートが多数計画された。なお、平成21年度指針改訂に伴い、従来の基礎地盤対
策のプレロード工法では支持力不足、固結工法では工費が増大し建設コスト縮減が課題となった。本
論文は、解決策として適用した新たな基礎地盤対策工について、適用に至るまでのフィールド試験
や、本施工での動態観測結果について報告する。

道_安
59_19_1
4:45

14 安 59
第４会

場
2.19 14:45 15:00 道路
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論文名 発表者、共同（研究）発表者等の所属等

主題 ｻﾌﾞﾀｲﾄﾙ

195 195 192 185

整理

番号

開建等
↓ﾘｽﾄ

課所等
氏
名

開建等
↓ﾘｽﾄ

課所等
氏
名

開建等
↓ﾘｽﾄ

課所等
氏
名

予定
時刻

予定
時刻

発表
部門

共同研究者２共同研究者１発表者（代表者） 開始 終了

番
号

略称
論文
番号

会場 発表日

セッション
1
6
0
2

積雪寒冷地に適した緑化植
物の検討

(国研)寒
地土木
研究所

寒地地盤
チーム

佐藤
厚子

(国研)寒
地土木研

究所

寒地地盤
チーム

山木
正彦

北海道開発局で施工する道路および河川堤防は、イネ科外来植物により緑化しのり面を保護してい
る。これらの植物の種子はすべて輸入しているため、採取地域で種子が減少した場合、数年にわたり
種子の調達が困難となり、北海道において十分なのり面緑化・保護ができなくなると懸念される。こ
のため、種子の選択肢を増やす必要がある。試験施工により確認した結果、２種類の植物が北海道の
のり面緑化に適用可能であることがわかった。

道_安
60_19_1
5:0

14 安 60
第４会

場
2.19 15:00 15:15 道路

6
3
0
0

アスファルト舗装発生材の盛
土材への利用に関する研究

(国研)寒
地土木
研究所

寒地地盤
チーム

大日
向
昭彦

(国研)寒
地土木研

究所

寒地地盤
チーム

山木
正彦

(国研)寒
地土木
研究所

寒地地盤
チーム

佐藤
厚子

道路の舗装修繕工事で発生する路面切削材等のアスファルト舗装発生材は再資源化が義務づけられて
おり、主に舗装分野で再利用されているものの北海道内の一部地域では余剰となっている。そこで当
チームでは、アスファルト舗装発生材の有効利用として盛土材への適用性について検討を行ってい
る。本稿では、施工後の圧縮沈下が生じにくい盛土に適したアスファルト舗装発生材を検討するため
の盛土実験を行った結果について報告する。

道_安
61_19_1
5:15

14 安 61
第４会

場
2.19 15:15 15:30 道路

6
6
2
1 自然由来重金属等対策盛土

内における酸素濃度の長期
観測結果について

(国研)寒
地土木
研究所

防災地質
チーム

遠藤
のぞ
み

(国研)寒
地土木研

究所

防災地質
チーム

山崎
秀策

(国研)寒
地土木
研究所

防災地質
チーム

倉橋
稔幸

自然由来重金属等対策盛土については、盛土材からの長期の重金属等の溶出・浸透現象に不明な点が
多く、重金属等溶出に関わる盛土内環境の長期的な変化も明らかではない。そこで本稿では対策盛土
内の酸素濃度に着目し、施工後11年経過した対策盛土を対象に酸素濃度の長期観測を行った結果、酸
素濃度が降雨等の気象条件に応じた変化を示すことが明らかとなったため、観測結果とその解釈につ
いて報告する。

道_安
62_19_1
5:30

14 安 62
第４会

場
2.19 15:30 15:45 道路

6
7
0
0 路車協調システムを活用した

積雪寒冷地における自動運
転運行支援

帯広開
発建設

部

道路計画
課

齊藤
航斗

帯広開発
建設部

道路計画
課

嶋﨑
健太

パシ
フィックコ
ンサルタ
ンツ株式
会社

北海道支
社 社会
イノベー
ション事
業部 交
通政策室

渕上
翔志

国土交通省では、一般道でのレベル４無人自動運転支援の実現に向け、路側センサなどの道路付属施
設による情報提供方策を検証する実証実験を全国的に行っている。帯広開発建設部では、令和５年度
に積雪寒冷地を考慮した道路情報提供の方策検討ならびに自動運行支援効果を検証し、積雪寒冷地特
有の課題を道内で初めて整理した。本稿では、令和５年度の検証結果及び今後の長期運用を見据えた
令和６年度実証実験の概要を報告する。

道_Ｄ
16_19_1
6:10

3 Ｄ 16
第４会

場
2.19 16:10 16:25 道路

6
7
0
3 千歳市自動運転における路

側センサの設置位置・効果検
証に関する検討内容及び課
題について

札幌開
発建設

部

都市圏道
路計画課

杉森
笑海

札幌開発
建設部

都市圏道
路計画課

佐藤
徹

一般社
団法人
北海道
開発技
術セン
ター

交通政策
室

大井
元揮

千歳市では近年のバス運転手不足への対策として、レベル4無人自動運転での路線バス定期運行を目
指して実証実験を行っている。今年度の実証実験では、車載センサでの道路状況の検知が困難な交差
点箇所に路側センサを設置し、自動運転バスへの情報提供支援を実施した。本論文では、路側センサ
の設置位置や効果検証に関する検討内容及び今後の課題について報告する。

道_Ｄ
17_19_1
6:25

3 Ｄ 17
第４会

場
2.19 16:25 16:40 道路

6
7
0
7 AI路面雪氷状態推定手法を

用いた凍結防止剤散布作業
の自動化に関する基礎的検
討

(国研)寒
地土木
研究所

寒地交通
チーム

齊田
光

(国研)寒
地土木研

究所

寒地交通
チーム

奥村
航太

(国研)寒
地土木
研究所

寒地交通
チーム

中村
浩

凍結防止剤散布に従事する作業者の確保は、近年の生産年齢人口の減少等により困難になりつつあ
る。このため、作業者1名のみで路面状態に応じた散布作業を安全に実施するための技術の開発が求
められている。そこで本研究では凍結防止剤散布支援システムにカメラを搭載し、撮影された画像か
らAIにより路面すべりやすさ等を推定することで路面状態に応じた凍結防止剤散布作業の自動化が可
能であるか基礎的な検証を行った。

道_Ｄ
18_19_1
6:40

3 Ｄ 18
第４会

場
2.19 16:40 16:55 道路

6
7
0
6

暴風雪・大雪時の災害デジタ
ルアーカイブの作成

(国研)寒
地土木
研究所

雪氷チー
ム

原田
裕介

(国研)寒
地土木研

究所

雪氷チー
ム

大宮
哲

(国研)寒
地土木
研究所

雪氷チー
ム

武知
洋太

自然災害の激甚・頻発化、生産年齢人口が減少する中、冬期道路管理の熟練者の経験に基づく暗黙知
を引き継ぐことが必要である。そこで、暴風雪・大雪時における道路管理の判断支援システムの構築
を念頭に、災害時のデジタルアーカイブの要件整理と基本設計を実施した。上記に基づき、道路管
理、気象、障害・災害の各情報を、過去28冬期の暴風雪・大雪災害185事例を対象に収集し、デジタ
ルアーカイブのデータセットを作成した。

道_Ｄ
19_19_1
6:55

3 Ｄ 19
第４会

場
2.19 16:55 17:10 道路
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名
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号
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会場 発表日

セッション
7
7
0
0

落石漁港におけるICT施工の
取組みについて

釧路開
発建設

部

根室港湾
事務所第
２工務課

中野
喜秀

釧路開発
建設部

根室港湾
事務所第
２工務課

佐々
木智
之

渡辺建設
工業

山白
道敏

落石漁港の急傾斜地における臨港道路改良及び土砂崩落防止対策にあたって、UAVを活用した3次元測
量、3次元点群データを用いたCIMモデルの作成、マシンガイダンスを併用した無人バックホウによる
掘削等、ICT技術を活用した施工を行った。ICT技術を導入した背景、各種ICT施工の紹介に加えて、
ICT技術導入による施工の効率化、省力化、安全性の向上等の効果について報告を行うものである。

港_安
46_19_9:

5
11 安 46

第４会

場
2.19 9:05 9:20

港湾・
漁港・
空港

7
5
0
1 苫前漁港でのプレキャスト製

品を用いた構造物の施工に
おける工夫と留意点

留萌開
発建設

部

留萌港湾
事務所

蛇谷
正協

留萌開発
建設部

留萌港湾
事務所

見上
謙二

留萌開
発建設

部

留萌港湾
事務所

下山
宗生

苫前漁港北防波堤の補修は既設堤体に腹付けする工法であるが、港口からの波浪に加え、防波堤に
沿ったうねりの影響を大きく受けることから、工期の短縮・工事の安全性確保・現場作業の縮減を目
的に「プレキャストコンクリート製残置型枠工法」を採用した。本報告では、プレキャスト製品を用
いた当該現場条件下における施工の工夫や、留意点について報告するものである。

港_安
47_19_9:

20
11 安 47

第４会

場
2.19 9:20 9:35

港湾・
漁港・
空港

7
6
0
0

第１線防波堤におけるプレ
キャスト型枠の施工について

室蘭開
発建設

部

室蘭港湾
事務所

石田
厚子

室蘭開発
建設部

室蘭港湾
事務所

嶋﨑
皓輝

室蘭開
発建設

部

室蘭港湾
事務所

髙橋
哲美

室蘭港の第１線防波堤である北外防波堤は、現状の自然条件に対する堤体の安定性を確保するため、
本体工を水中コンクリートで拡幅する断面として改良が行われている。当現場では、水中コンクリー
ト施工時において冬期風浪により施工効率が著しく低下することから、水中作業の効率化などが期待
されるプレキャスト型枠を採用した。本報文では、プレキャスト型枠採用における留意点や施工にお
ける効果について報告する。

港_安
48_19_9:

35
11 安 48

第４会

場
2.19 9:35 9:50

港湾・
漁港・
空港

7
6
0
8 漁網繊維補強コンクリートの

耐久性とその特性把握につい
て

(国研)寒
地土木
研究所

寒冷沿岸
域チーム

石澤
健志

函館開発
建設部

函館港湾
事務所

長谷
一矢

循環型社会の構築として建築工事においては廃棄物の3Rが推進されている。一方、全国1位の漁業生
産量を誇る北海道では毎年約2,000tの漁網が廃棄され、その8割は再利用されずに処分されている。
本研究ではこの廃棄漁網を繊維補強コンクリートに再利用する取組を進めるため、漁網入りコンク
リートの寒冷地における耐久性評価、および漁網繊維の平均長さ・径、混入率と曲げ靱性係数の関係
を明らかにし、特性の把握を行った。

港_安
49_19_9:

50
11 安 49

第４会

場
2.19 9:50 10:05

港湾・
漁港・
空港

7
6
0
2 うねり性波浪の影響を考慮し

た港内静穏度の評価方法に
ついて

釧路開
発建設

部

釧路港湾
事務所

佐藤
大地

釧路開発
建設部

釧路港湾
事務所

杉尾
大樹

クマシロ
システム
設計
（株）

阿部
島直
哉

近年の気候変動・海象変化に伴い、波高・周期の増大や波向の変化、うねり性波浪による荷役・係留
障害や施設被害等の発生が利用者より報告されている。これらの要因により、荷役稼働率による港内
静穏度の評価と実態とが乖離していることが課題となっている。本報告では、うねり性波浪の影響を
考慮した港内静穏度の評価方法について提案し、検討事例を報告するものである。

港_安
50_19_1
0:35

12 安 50
第４会

場
2.19 10:35 10:50

港湾・
漁港・
空港

7
6
0
1

気候変動を考慮した設計につ
いて

苫小牧港西
港区汐見地
区岸壁設計
の事例

室蘭開
発建設

部

苫小牧港
湾

長谷
川
淳

室蘭開発
建設部

苫小牧港
湾

浜田
和哉

北日本港
湾コンサ
ルタント株
式会社

近藤
直博

日本の気候変動(2020)によれば、気候変動の影響により平均海面水位の上昇が顕在化しているほか、
台風の強大化などが指摘されている。苫小牧港西港区で計画されている小型船溜まりの改良事業は、
既設の地盤高が低く利用する船舶も小型であるため、水位上昇の影響を受けやすく、気候変動に伴う
作用の時間変化を適切に考慮した設計・施工を行う必要がある。本報文はその設計実務の過程で明ら
かになった課題について報告する。

港_安
51_19_1
0:50

12 安 51
第４会

場
2.19 10:50 11:05

港湾・
漁港・
空港

7
6
0
6 気候変動に伴う海象変化によ

る防波護岸への影響とその対
応について

港湾空
港部

港湾建設
課

川口
拓也

港湾空港
部

港湾建設
課

船橋
雄大

北日本港
湾コンサ
ルタント株
式会社

奈良
俊介

気候変動に伴う海象変化により、波力等の外力が継続的に増大することが予測される。このため、将
来の波高増大や潮位上昇に対して被災リスクが高い施設を把握し、優先度を付けた対応を行うことが
重要となる。本稿は、防波護岸を対象に海象変化に伴う必要天端高の感度分析により被災リスクが高
い諸条件を整理し、北海道内の港湾・漁港における防波護岸での対応について検討するものである。

港_安
52_19_1
1:5

12 安 52
第４会

場
2.19 11:05 11:20

港湾・
漁港・
空港

7
6
0
5 d4PDFを用いた沖波波高の上

振れを考慮した将来変化予測
手法の提案

港湾空
港部

港湾建設
課

千葉
拓永

港湾空港
部

港湾建設
課

船橋
雄大

北日本港
湾コンサ
ルタント株
式会社

佐藤
典之

今後の港湾・漁港の気候変動適応策を検討する上で、将来増大が予測される沖波波高を適切に把握す
ることが重要である。沖波波高の将来変化比は様々な将来の海面水温パターンによって異なる値とな
るため、将来気候の不確実性を考慮すると、平均値だけでなく上振れを想定した90％タイル値を設定
する必要がある。本稿は、d4PDFを用いた波浪推算から波高の将来変化比の90%タイル値を効率的に予
測する手法を提案するものである。

港_安
53_19_1
1:20

12 安 53
第４会

場
2.19 11:20 11:35

港湾・
漁港・
空港
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名

開建等
↓ﾘｽﾄ
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名

開建等
↓ﾘｽﾄ
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セッション
8
1
0
1

区画整理工事により発生する
巨岩の処理方法について

室蘭開
発建設

部

胆振農業
事務所第
３工事課

溝口
智大

室蘭開発
建設部

胆振農業
事務所第
３工事課

岡田
敏治

室蘭開
発建設

部

胆振農業
事務所第
３工事課

刀祢
豊

国営緊急農地再編整備事業「伊達地区」は、耕作放棄地を含む傾斜地等の農地の区画整理を行い、耕
作放棄地の解消・発生防止による優良農地の確保を通じて、農業の振興と地域の活性化を図るもので
ある。本地区の近傍には有珠山があり、畑地の区画整理を実施する中で、基盤切土から火山噴出物に
由来する最大で3m以上の巨岩が発生した。本稿では巨岩の処理方法について、試験的に実施したので
その留意点を報告する。

農_食
1_19_9:5

1 食 1
第３会

場
2.19 9:05 9:20 農業

8
1
0
3 国営緊急農地再編整備事業

旭東東神楽地区における施
工事例その１

石礫除去工
法の選定

旭川開
発建設

部

旭川農業
事務所

杉江
秀香

旭川開発
建設部

旭川農業
事務所

松下
錦弥

旭川開
発建設

部

旭川農業
事務所

池田
遼太

国営緊急農地再編整備事業「旭東東神楽地区」では、河川近くの農地で石礫を多く含むほ場があり、
除礫工及び石礫運搬・処理の費用が工事コスト増大の要因となっている。本稿では、除礫工法２種に
ついて、農業者や施工業者への聞き取りをもとに現場適応性を整理し、本地区における工法選択の基
準をとりまとめた事例を報告する。

農_食
2_19_9:2

0
1 食 2

第３会

場
2.19 9:20 9:35 農業

8
1
0
4 国営緊急農地再編整備事業

旭東東神楽地区における施
工事例その２

長大な法面保
護の試験施
工

旭川開
発建設

部

旭川農業
事務所

百々
宏晶

旭川開発
建設部

旭川農業
事務所

鳴海
豊

旭川開
発建設

部

旭川農業
事務所

木澤
陸人

国営緊急農地再編整備事業「旭東東神楽地区」では、田差が非常に大きく起伏に富んだ工区で区画整
理を実施している。大区画に仕上がった圃場では、高低差１０ｍを超える長大な法面が生じることか
ら、降雨等により細粒分の流亡やガリ浸食を防止するために速やかに植生等で法面を保護する必要が
ある。本稿では、新技術を含めた複数の法面保護工を試験施工し、現場適応性を比較検討した事例を
報告する。

農_食
3_19_9:3

5
1 食 3

第３会

場
2.19 9:35 9:50 農業

8
1
2
0

大区画圃場の土壌物理性を
良好に保つ施工技術の開発

旭川近郊圃
場での調査結
果

(国研)寒
地土木
研究所

資源保全
チーム

高須
賀
俊之

(国研)寒
地土木研

究所

資源保全
チーム

横濱
充宏

農地再編整備事業では施工の影響から、整備後圃場の排水性・保水性が悪化することがあり、課題と
なっている。これまでに良好な土壌物理性を保持するため施工時の土壌水分に注目して検討してきた
が、施工条件が異なる場合、重機の運用について影響を考慮する必要があると考えられる。現在の検
討状況と今後の方向性について、土壌物理性悪化のメカニズムと併せ報告する。

農_食
5_19_10:

5
1 食 5

第３会

場
2.19 10:05 10:20 農業

8
1
0
0

川東幹線用水路改修工事に
伴う基礎工法について

室蘭開
発建設

部

胆振農業
事務所第
2工事課

平緒
芳規

室蘭開発
建設部

胆振農業
事務所第
2工事課

春井
謙一

室蘭開
発建設

部

胆振農業
事務所第
2工事課

岩渕
直人

国営かんがい排水事業「新鵡川地区」では老朽化が進行した農業用用排水施設の改修を進めてお
り、そのうち川東幹線用水路の基礎地盤は軟弱地盤層であり支持力が許容値を満たさないため基礎工
が必要である。このため、基礎工法については経済性及び施工性を考慮してテラセルマットレス工法
を採用した。本稿では基礎工法の選定経緯と施工事例について紹介する。

農_食
6_19_10:

50
2 食 6

第３会

場
2.19 10:50 11:05 農業

8
1
0
6 国営施設応急対策事業「鳥沼

宇文地区」の施工状況に関す
る報告

旭川開
発建設

部

富良野地
域農業開
発事業所

河端
輝季

旭川開発
建設部

富良野地
域農業開
発事業所

三宅
優希

旭川開
発建設

部

富良野地
域農業開
発事業所

髙木
知貴

国営施設応急対策事業「鳥沼宇文地区」では、基幹的農業水利施設である北6号用水路において、管
水路の沈下による漏水事故等の不測の事態が発生し、農業用水の安定供給に支障を来していることか
ら、令和2年度より事業に着手し、改修工事を行っている。本稿は、本地区の不同沈下対策及び、工
事施工中の対応について報告するものである。

農_食
7_19_11:

5
2 食 7

第３会

場
2.19 11:05 11:20 農業

8
1
1
1

パイプライン附帯施設の更新
にかかる施工計画

国営かんがい
排水事業「北
見二期地区」
の事例

網走開
発建設

部
北見農業

三木
響太
朗

網走開発
建設部

北見農業
金谷
訓志

網走開
発建設

部
北見農業

片根
茂樹

国営かんがい排水事業「北見二期地区」は、前歴事業北見地区（昭和45年度～平成９年度）で造成
された用水施設の改修及び未整備区域における用水施設の新設を行うため令和２年度に新規着手し
た。供用中の用水施設の改修については、通水停止期間を最小限とする等の施工上の配慮が求められ
るが、本稿では通年通水を維持したままの施工計画(不断水工法）を検討した事例を報告する。

農_食
8_19_11:

20
2 食 8

第３会

場
2.19 11:20 11:35 農業

8
1
1
8

農業用管水路を埋設した泥炭
等軟弱地盤の挙動

(国研)寒
地土木
研究所

水利基盤
チーム

星野
香織

(国研)寒
地土木研

究所

水利基盤
チーム

大久
保
天

(国研)寒
地土木
研究所

水利基盤
チーム

萩原
大生

北海道では、泥炭等軟弱地盤に埋設された農業用用水管路が経年的な沈下の進行により漏水事故に至
ることがあり、老朽化した農業用用水管路の更新が実施されている。本研究では、沈下量の予測精度
を上げる目的で、農業用用水管路の更新に合わせて管水路埋設地盤に層別沈下計等の観測機器を設置
した。本稿では、異なる2つの地域における管水路埋設地盤の挙動について報告・考察する。

農_食
9_19_11:

35
2 食 9

第３会

場
2.19 11:35 11:50 農業

8
1
0
7 火山性土壌地帯における農

業用排水路の整備の方向性
について

農業用排水
路機能の回
復及び維持に
向けた対策工
法の検討

釧路開
発建設

部

釧路農業
事務所

木田
実沙

釧路開発
建設部

釧路農業
事務所

菅家
航

釧路開
発建設

部

釧路農業
事務所

髙森
健

国営総合農地防災事業「川湯跡佐北地区」及び「川湯跡佐南地区」では、火山性土壌の侵食によるほ
場及び法面の土砂の流出や排水路内への土砂堆積等により、排水路の流下能力が不足し、農地の湛水
被害や過湿被害が生じている。本稿では、土砂堆積の発生メカニズム並びに対策範囲、対策工法の検
討状況について報告するものである。

農_食
10_19_1
3:5

3 食 10
第３会

場
2.19 13:05 13:20 農業

8
1
0
8 酪農地域・傾斜試験枠におけ

る耕起作業と土壌侵食に関す
る経年評価

地域整備方
向検討調査
業務における
調査研究事
例

帯広畜
産大学

畜産学部
畜産科学

課程

小向
映瑠

釧路開発
建設部

農業環境
保全対策

官付

小野
学

(株)アル
ファ技研

事業部
瀬戸
明良

釧路管内浜中町の傾斜試験枠（牧草地1枠・裸地3枠）で降水量・流亡土量の観測および各種土質試験
を3年間実施した。耕起した裸地枠では表層（0～10cm）の透水性が良好であり，少降水時の土壌侵食
を抑制していた。一方，耕起の有無にかかわらず，全裸地枠で下層（10～20cm）が難透水性であり，
融雪直後や多降雨時には多量の土壌が流亡していた。

農_食
11_19_1
3:20

3 食 11
第３会

場
2.19 13:20 13:35 農業

8
1
1
6 傾斜畑の農地保全のための

圃場整備と営農管理の計画
手法

(国研)寒
地土木
研究所

水利基盤
チーム

鵜木
啓二

(国研)寒
地土木研

究所

水利基盤
チーム

池上
大地

国営農地再編整備事業では、農地の区画整理による大区画化を実施している。農地の大区画化は、複
数の圃場を1筆に整理することで作業性の向上が期待される。一方で、傾斜畑では斜面が長くなるこ
とによる土壌侵食の危険性の上昇が懸念される。本稿では、汎用土壌流亡量予測式USLEを用い、傾斜
畑の農地保全に求められる圃場整備と営農管理条件の検討方法を示す。

農_食
12_19_1
3:35

3 食 12
第３会

場
2.19 13:35 13:50 農業

8
1
1
9 泥炭地転作田の営農期にお
ける泥炭分解由来の沈下量
の比較

(国研)寒
地土木
研究所

資源保全
チーム

國島
隼人

(国研)寒
地土木研

究所

資源保全
チーム

長竹
新

(国研)寒
地土木
研究所

資源保全
チーム

清水
真理
子

泥炭地の農地では、泥炭の分解は沈下の一因である。田畑輪換や排水改良などによる水田の乾燥化が
進み、泥炭分解による沈下が生じていると予想される。そこで、泥炭地転作田を対象に、泥炭の分解
生成物である二酸化炭素（CO2）、メタン（CH4）の生成・消失量から、泥炭分解量を推定した。ま
た、泥炭分解量と沈下量とを比較した。

農_食
13_19_1
3:50

3 食 13
第３会

場
2.19 13:50 14:05 農業
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8
1
0
5

排水路整備における定量分
水式分水工法の検討事例

旭川開
発建設

部

名寄農業
開発事業

所

髙橋
雅博

旭川開発
建設部

名寄農業
開発事業

所

馬島
修

旭川開
発建設

部

名寄農業
開発事業

所

清水
秀成

昭和48～52年度に整備された真狩川排水路は、流出量の増加により排水路の能力が不足し、農地が湛
水被害を受けている。この被害を解消し、維持管理を軽減するため、直轄明渠排水事業において改修
を行う。本事業ではバイパス水路の新設に伴い、排水路本線に分流工の整備を行う計画である。本稿
では分流工の構造形式で整備事例の少ない定量分水式分水工法を採用した経緯と、工法検討時に生じ
た課題と対応について報告する。

農_食
14_19_1
4:30

4 食 14
第３会

場
2.19 14:30 14:45 農業

8
1
1
0

分水施設の水理的検討と管
理方法について

札幌開
発建設

部

札幌南農
業事務所

茂内
有蘭

札幌開発
建設部

札幌南農
業事務所

新津
由紀

札幌開
発建設

部

札幌南農
業事務所

五十
嵐和
久

国営かんがい排水事業「江別南幌地区」では、経年的な施設の劣化と排水能力不足を解消するため、
江別太排水機場及び排水路２条の改修を行っている。地区内の新中樹林排水機場流域における排水能
力不足を解消するため、新たに分水施設を設置することにより、江別太排水機場においても洪水時の
排水量を一部負担し排水する計画である。新たに設置する分水施設の設計について、管理面等を考慮
した構造や設置条件の検討内容を報告する。

農_食
15_19_1
4:45

4 食 15
第３会

場
2.19 14:45 15:00 農業

8
1
1
2

鋼矢板排水路補修にかかる
施工計画について

国営かんがい
排水事業「網
走川豊住地
区」の事例

網走開
発建設

部
網走農業

新田
吏理

網走開発
建設部

網走農業
吉川
明宏

網走開
発建設

部
網走農業

狩野
誠
二

網走川豊住地区内の軽量鋼矢板護岸排水路は供用開始後20年以上を経過しており、排水路水位の変動
範囲において腐食の進行が著しく、部材の一部が欠損している状況にある。今後、これらが進行した
場合、法留機能が失われ、排水路断面の閉塞や二次被害の発生、維持管理費の増大が懸念されるた
め、令和５年度着工の本地区で排水路補修工事を行っているところである。本稿では、排水路護岸の
補修対策の設計及び施工計画を報告する。

農_食
16_19_1
5:0

4 食 16
第３会

場
2.19 15:00 15:15 農業

8
1
1
4 国営総合農地防災事業「勇知

地区」の泥炭地における橋梁
基礎工の設計・施工について

稚内開
発建設

部

稚内農業
事務所

笠井
淳

稚内開発
建設部

稚内農業
事務所

大田
真平

稚内開
発建設

部

稚内農業
事務所

佐藤
慶典

国営総合農地防災事業「勇知地区」は、日本最北端稚内市の南西部に位置する酪農専業地帯である。
地区内に分布する土質は、低位泥炭土を主とした洪積世堆積層で脆弱な土質で構成されている。この
ような軟弱地盤を条件として、排水路改修に伴い改築する勇知７号橋の下部基礎工及び地質試験結果
を基に検討した地盤改良工法の設計内容や施工結果について報告する。

農_食
17_19_1
5:15

4 食 17
第３会

場
2.19 15:15 15:30 農業

8
1
0
2

鹿追町における営農状況と振
興方策

十勝における
畑作・酪農混
在地帯の営
農の展開方
向

帯広開
発建設

部

農業計画
課

大島
孝明

帯広開発
建設部

農業計画
課

齊藤
直人

鹿追町は、畑作・酪農混在地帯であり、この２つの営農形態は様々な面で関係しつつ、鹿追町農業を
構成している。同町の、畑作・酪農の特徴としては、双方が混在しているため、耕種と畜産で連携し
た取組が行われている。加えて、作業の外部委託化、先進技術の導入といった取組も進められてい
る。本稿では、鹿追町の営農状況の変遷から現在の耕畜連携を始めとした農業振興の取組について報
告するものである。

農_食
18_19_1
5:55

5 食 18
第３会

場
2.19 15:55 16:10 農業

8
1
0
9 国営総合農地防災事業「産士

地区」における事業効果の検
証について

事業効果と効
果発現に関す
る考察

留萌開
発建設

部

天塩地域
農業開発
事業所

添田
鷹

留萌開発
建設部

天塩地域
農業開発
事業所

今西
智幸

留萌開
発建設

部

天塩地域
農業開発
事業所

荻野
修司

「産士地区」は北海道の北部に位置する天塩郡天塩町に広がる農業地帯であり、酪農や肉用牛経営が
展開されている。国営総合農地防災事業「産士地区」は、泥炭土に起因する地盤沈下や農用地の不陸
による生産性及び農作業効率の低下を解消し、機能回復を目的として平成２７年度に着手している。
本稿では着手から現在までの「産士地区」における事業効果を検証し報告するものである。

農_食
19_19_1
6:10

5 食 19
第３会

場
2.19 16:10 16:25 農業

8
1
1
3

宇遠別川地区完了に向けた
事業総括報告

網走開
発建設

部
網走農業

岡
勇太

網走開発
建設部

網走農業
平山
宏次
郎

網走開
発建設

部
網走農業

上原
洋介

国営施設機能保全事業「宇遠別川地区」は、斜里郡斜里町及び同郡清里町に位置する4,188haの農業
地帯で、てんさい、小麦、ばれいしょを主体に野菜類を加えた農業経営が展開されている。本地区
は、平成27年度に着手し、排水施設の整備が進められ今年度に完了となる。本稿では、「宇遠別川地
区」の完了に際して事業の実施状況について報告する。

農_食
20_19_1
6:25

5 食 20
第３会

場
2.19 16:25 16:40 農業

8
1
1
7 光学衛星画像解析による植

生指数の時系列データを用い
た作物判別

(国研)寒
地土木
研究所

水利基盤
チーム

大津
武士

神戸大学
大学院

水環境学
研究室

田中
健二

(国研)寒
地土木
研究所

水利基盤
チーム

鵜木
啓二

近年、我が国では豪雨が増加しており、農地からの土砂流出が発生することで濁水が流下し、流域に
影響を及ぼすことが懸念されている。土砂流出対策の効果予測には、土砂動態を定量的に評価できる
モデルの適用が有効であり、土地利用のパラメータを適正に設定する必要がある。本稿では、土地利
用の把握を省力化するため、光学衛星画像解析による植生指数の時系列データを用いた作物判別の可
能性を検討した事例を報告する。

農_食
21_19_1
6:40

5 食 21
第３会

場
2.19 16:40 16:55 農業
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開建等
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氏
名

開建等
↓ﾘｽﾄ
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氏
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予定
時刻

予定
時刻

発表
部門

1
2
0
0 旅行時のCO2排出量削減に

向けた新たな電動モビリティ
の活用可能性について

電動キック
ボードを活用
した白金青い
池での実証実
験

開発監
理部

開発連携
推進課

石原
敬基

開発監理
部

開発連携
推進課

坂田
誠一

（株）ドー
コン

平出
渉

北海道の観光地での駐車待ち渋滞によるCO2排出量の削減に向けて、都市部で普及が進む電動モビリ
ティの活用が考えられる。CO2排出量に着目した電動モビリティの導入に当たり、実証実験を行い、
参加者に意向調査等を行うことで、その適用性を検討している。

共_観
7_20_13:

5
1 観 7

第３会

場
2.20 13:05 13:20

共通・
その他

1
2
0
1

地域共創インフラツーリズム
の取組

釧路開発建
設部のインフ
ラツーリズム

釧路開
発建設

部

地域連携
課

田中
尚光

釧路開発
建設部

部長
坂憲
浩

釧路開
発建設

部

地域連携
課

井川
大輔

釧路開発建設部では、令和６年度に地域共創インフラツアーについて、釧路川編、阿寒編、酪農編の
３本催行した。ツアーの企画、催行業者との調整、ツアー内容等についてそれぞれ報告するととも
に、催行により明らかとなった課題を踏まえた今後の対応策について述べる。

共_観
8_20_13:

20
1 観 8

第３会

場
2.20 13:20 13:35

共通・
その他

1
5
0
0 社会人選考採用の職員（元警

察官）による交通誘導講習の
実施

前職の専門
知識活用の
試み

釧路開
発建設

部

道路防災
推進官

髙橋
剛

釧路開発
建設部

治水課
嵯峨
井聖
貴

釧路開
発建設

部
次長

桑村
貴志

近年の社会状況や就業環境の変化に対応するため、国は職務経験を持つ社会人の採用を進めており、
釧路開発建設部においても実績と経験を持つ社会人選考職員には即戦力としての活躍を期待している
ところである。当部では、職員による道路啓開訓練等における交通誘導の実施に向け、社会人選考採
用職員（元警察官）を講師とした交通誘導講習を実施し成果をあげことから、社会人選考職員の専門
知識活用の事例として報告するものである。

共_交
12_20_1
3:35

1 交 12
第３会

場
2.20 13:35 13:50

共通・
その他

1
5
0
1

釧路開発建設部における主
な共創の取組

釧路開
発建設

部

地域連携
課

田村
和杏

釧路開発
建設部

部長
坂憲
浩

釧路開
発建設

部

地域連携
課

井川
大輔

第９期北海道総合開発計画が策定され、令和６年度から計画の推進を担当する地域連携課が各開発建
設部に新設された。釧路開発建設部においても、キックオフイベントを始めとした多様な人材・主体
の連携、協働による共創の取組を進めてきたところである。これまでの共創の取組内容を報告すると
ともに、今後の展開について述べる。

共_交
13_20_1
3:50

1 交 13
第３会

場
2.20 13:50 14:05

共通・
その他

1
6
0
0

防災関係機関が連携した応
急対応初動タイムライン

～地震津波
災害における
人命救助のた
めに～

事業振
興部

防災課
国奥
大雅

事業振興
部

防災課
阿部
洋徳

日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震・津波による災害応急対応を行う北海道開発局では、道路啓開計
画、広域港湾BCPが策定されているが、これらを統合したタイムライン（事後防災行動計画）がな
く、「連携」に課題がある。このことから、他の関係機関とも連携し、陸海空のあらゆる空間から被
災地への救援・救急ルートを迅速に構築するためのタイムラインを作成している。本稿はその経過を
報告するものである。

共_安
87_20_1
4:5

1 安 87
第３会

場
2.20 14:05 14:20

共通・
その他

1
6
0
1 TEC-FORCによるドローンを

用いた現地調査の効率化と
自治体支援方法の検討

事業振
興部

防災課
岡本
友斗

事業振興
部

防災課
古川
修宇

事業振
興部

防災課
渡辺
裕也

近年、全国各地で頻発する地震や大雨等の大規模災害に対し、被災自治体の災害復旧を迅速に進める
ため災害査定簡素化（試行）の取組が始まり、被災状況調査におけるドローンの有用性が高まってい
る。本稿では、能登半島へのTEC-FORCE派遣実績をもとに、ドローンを導入することでTEC-FORCE隊員
の活動をいかに効率化できるか、また、その調査資料や成果による自治体復旧支援のあり方について
検討しまとめたので報告する。

共_安
88_20_1
4:20

1 安 88
第３会

場
2.20 14:20 14:35

共通・
その他

共同研究者２共同研究者１発表者（代表者） 開始 終了

番
号

略称
論文
番号

会場 発表日

セッション
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論文名 発表者、共同（研究）発表者等の所属等
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195 195 192 185

整理

番号

開建等
↓ﾘｽﾄ

課所等
氏
名

開建等
↓ﾘｽﾄ

課所等
氏
名

開建等
↓ﾘｽﾄ

課所等
氏
名

予定
時刻

予定
時刻

発表
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共同研究者２共同研究者１発表者（代表者） 開始 終了

番
号

略称
論文
番号

会場 発表日

セッション
5
6
0
3 千歳川流域における流域水

害対策計画の策定と流域治
水の深化にむけて

特定都市河
川指定から計
画策定に至る
までの経過

札幌開
発建設

部

河川計画
課

上野
順基

札幌開発
建設部

河川計画
課

河合
崇

札幌開
発建設

部

河川計画
課

仲条
元

千歳川流域は、石狩川の高い水位の影響を長時間受けることや軟弱地盤のため堤防決壊の危険性が高
く水災害に脆弱な特徴がある。そのため、流域全体のあらゆる関係者が協働して水害を軽減させる治
水対策｢流域治水｣へ転換することが必要である。また、気候変動も踏まえた流域治水の実効性を向上
させることが急務である。本論では、流域治水を深化させる流域水害対策計画の作成までの経過と今
後の流域治水の展開について報告する。

治_安
63_20_9:

5
15 安 63

第１会

場
2.20 9:05 9:20 治水

5
6
1
6 田んぼダムの貯留及び流出

抑制効果に関する可視化
ツールの開発について

～数値解析モ
デルの実ス
ケールへの適
用例～

(国研)寒
地土木
研究所

寒地河川
チーム

阿部
孝章

(国研)寒
地土木研

究所

水利基盤
チーム

越山
直子

(国研)寒
地土木
研究所

寒地河川
チーム

堀田
伸之

流域治水における様々な取組の中で田んぼダムのような堤内地の対策効果に対して注目が集まってい
る。本稿では過年度に開発した数値解析モデルについて、模型実験との比較を通じた精度検証を踏ま
え、実スケールの対象に適用し、貯留効果や流出抑制効果について検討を行った内容及び解析結果の
可視化方法についても合わせて検討を行ったものを報告する。本モデルの結果を踏まえた効果的な流
域治水の推進が期待される。

治_安
64_20_9:

20
15 安 64

第１会

場
2.20 9:20 9:35 治水

5
6
1
2 堤防決壊事例および実験結

果に基づく決壊口幅と河道・
堤体・水理条件の関係

堤防決壊時
の緊急対策シ
ミュレーション
における堤防
決壊口幅設
定は妥当
か？

(国研)寒
地土木
研究所

寒地河川
チーム

島田
友典

(国研)寒
地土木研

究所

寒地河川
チーム

神原
柚乃

(国研)寒
地土木
研究所

寒地水圏
研究グ
ループ

前田
俊一

管理する河川を対象に破堤時の対応を机上訓練する堤防決壊時の緊急対策シミュレーションにおい
て、破堤口幅の設定が重要である。破堤口幅は既往事例に基づき川幅と紐づけた経験式を用いている
が、算出結果と大きく異なる事例も見られる。本論文では破堤口幅に影響を与える主な要因を明らか
にすることを目的に、過去の破堤事例から河道形状、堤体形状や材料、洪水特性などのデータを収集
し、破堤口幅との関係の整理を行った。

治_安
65_20_9:

35
15 安 65

第１会

場
2.20 9:35 9:50 治水

5
6
0
2 留萌開発建設部管内におけ

る防災意識啓発への取組に
ついて

河川における
防災対応意
識向上

留萌開
発建設

部
治水課

山本
卓

留萌開発
建設部

治水課
手塚
正己

株式会
社 日本
工営

技術第一
部

大塚
理人

近年の気候変動の影響により、北海道内でも頻発化・激甚化する水害への対応が求められている。こ
のことから留萌開発建設部では、地域住民の防災意識啓発に向けたソフト対策として、防災教育やマ
イ・タイムラインの作成支援、流域治水の推進・広報等、様々な活動に取り組んでいる。本報告は、
留萌開発建設部管内で実施している河川部門における防災意識啓発活動の取組成果を報告するもので
ある。

治_安
66_20_9:

50
15 安 66

第１会

場
2.20 9:50 10:05 治水

5
6
1
1

常呂川下流地区タイムライン
の取組について

訓練を通じた
検証と改善に
より向上する
地域防災力

網走開
発建設

部
治水課

森岡
洸太
朗

網走開発
建設部

治水課
丸山
和訓

NPO法
人 環境
防災総
合政策
研究機

構

環境・防
災研究所

加村
邦茂

近年の国内各地で頻発する大規模水害を踏まえ、河川特性や地域水害特性を考慮し、地域住民及び防
災対応者の安全確保を実現するために策定された常呂川下流地区タイムラインを活用した訓練を実施
している。本報告では、事前防災行動の取組として、地域住民の円滑な避難を図るための必要な行動
項目やタイミングを関係機関と連携し、住民が安全に避難を行うための訓練や検証・改善による地域
防災力の向上について報告するものである。

治_安
67_20_1
0:5

15 安 67
第１会

場
2.20 10:05 10:20 治水

5
6
0
6 北村遊水地事業におけるコン

ストラクションマネージメント
（CM）の活用について

札幌開
発建設

部

岩見沢河
川事務所

阿部
航

札幌開発
建設部

岩見沢河
川事務所

山﨑
智弘

札幌開
発建設

部

岩見沢河
川事務所

川井
淳一

石狩川中流部で実施している北村遊水地事業は、大量の土砂運用管理として、盛土材料の確保、土砂
配分の計画、土砂運搬管理等を実施している。輻輳する複数工事間の工程調整や土砂管理を遅滞なく
行っていく必要があり、これらを一元的に管理・調整し事業の円滑かつ効率的な進捗に寄与すること
を主目的とした事業監理（コンストラクションマネージメント・ＣＭ）業務を実施していることか
ら、その活用事例を報告するものである。

治_安
68_20_1
0:45

16 安 68
第１会

場
2.20 10:45 11:00 治水

5
6
0
8 泥炭性軟弱地盤における堤

防拡幅盛土の課題と対応策
について

柏木川築堤
盛土における
対応事例

札幌開
発建設

部

千歳川河
川事務所

長尾
真穂

札幌開発
建設部

千歳川河
川事務所

三俣
晴由

札幌開
発建設

部

千歳川河
川事務所

青木
康治

千歳川河川事務所管内では、『千歳川河川整備計画』に基づき既設堤防に腹付けする形で拡幅盛土が
進められている。しかし、管内は泥炭性軟弱地盤地帯に位置しており、過去の変状事例を踏まえてす
べり破壊や側方流動に配慮しながら盛土施工を進める必要がある。本稿は、柏木川左岸築堤の拡幅盛
土工事で発生した不安定事象を受け実施した地質調査・解析の検討結果から今後の拡幅盛土における
留意点を報告するものである。

治_安
69_20_1
1:0

16 安 69
第１会

場
2.20 11:00 11:15 治水

5
6
1
3 深層学習を用いた画像解析

によるアイスジャム検知手法
の開発

(国研)寒
地土木
研究所

寒地河川
チーム

平田
智道

(国研)寒
地土木研

究所

寒地河川
チーム

大石
哲也

(国研)寒
地土木
研究所

寒地河川
チーム

阿部
孝章

積雪寒冷地の河川では、冬期に水面に形成された河氷が流下し、河道内で堆積するアイスジャム現象
が発生し、河川工事中の人身事故等を引き起こすことがある。そのため、アイスジャムの発生状況を
早期段階で把握し、迅速な現場対応を行うことが求められる。本研究では、深層学習を用いた画像解
析によって、CCTV等の河川監視カメラからアイスジャムを自動的に検知し、アラート配信を行うシス
テムを開発した成果について報告する。

治_安
70_20_1
1:15

16 安 70
第１会

場
2.20 11:15 11:30 治水

5
3
0
0 構造物補修に関わる自己治

癒型補修モルタルの試験施
工について

持続可能なメ
ンテナンスへ
の挑戦

帯広開
発建設

部

池田河川
事務所

内山
陽太

帯広開発
建設部

池田河川
事務所

狩野
隆司

斉藤井
出建設
株式会

社

守屋
紀良

地域の安全を持続的に確保するため、河川管理においても維持管理の高度化・効率化が求められてい
る。当事務所が管理する施設では、樋門等構造物でクラック等の変状が年々増加しており補修を随時
行っているところであるが、経年劣化による変状の再発防止やライフサイクルコストの縮減が課題と
なっている。本報告では、バクテリアの活動による自己治癒型補修モルタルを樋門補修に試験的に用
いた事例を紹介する。

治_安
71_20_1
1:30

16 安 71
第１会

場
2.20 11:30 11:45 治水

5
4
1
1

十勝川におけるグリーンイン
フラの取り組み

多様性と連続
性を基調とし
た持続可能な
川づくり

帯広開
発建設

部
治水課

盛内
政孝

帯広開発
建設部

流域治水
対策官付

天羽
淳

帯広開
発建設

部

特定治水
事業対策

官

亀井
尚

近年、ネイチャーポジティブに向けた国際的な動きなど、環境を巡る社会経済情勢が大きく変化して
いる。また、今後の河川整備は河川環境の整備と保全の取組や流域の多様な主体との連携による一層
の推進が求められている。昨今、十勝川は土地利用の変化により失われた環境を創出する取組として
十勝川水系自然再生計画を策定した。本稿は、グリーンインフラの概念を取り入れ、治水対策を適切
に組み合わせた新たな事業計画を報告する。

治_地
20_20_1
3:5

6 地 20
第１会

場
2.20 13:05 13:20 治水

1
4
0
0 塗装色の経年変化と維持管

理を考慮した土木施設の色彩
設計のあり方

(国研)寒
地土木
研究所

地域景観
チーム

榎本
碧

(国研)寒
地土木研

究所

地域景観
チーム

笠間
聡

(国研)寒
地土木
研究所

地域景観
チーム

福島
宏文

本研究は、土木施設の塗装色に関して、経年変化と維持管理の観点から研究を行った。現地調査と促
進試験による塗装色のマンセル値の定量分析、および印象評価実験から、高彩度色は変化が大きく景
観への印象が低下する一方、低彩度色は変化が少なく景観調和性が高いことを明らかにした。これを
踏まえ、低彩度色を基準とし、立地環境に応じて明度と色相を調整する色彩設計手法を提案し、橋桁
での試行で検証した。

治_地
21_20_1
3:20

6 地 21
第１会

場
2.20 13:20 13:35 治水

5
4
1
0

硫化水素を含む底層水への
溶存酸素供給時の水質反応

(国研)寒
地土木
研究所

水環境保
全チーム

杉原
幸樹

青潮の原因でもある有毒物質の硫化水素を含む底層水に溶存酸素(DO)を供給して、無害化する手法を
研究している。DOにより硫化水素が酸化され固体硫黄となり無毒化されることを確認した。無毒化処
理した底層水の再利用を考慮すると長期的な安全性を確認する必要がある。処理水の経時的な水質変
化を追跡した結果、硫化水素の再生成は確認されなかったが，硫黄を分散させた状態では嫌気化する
ことを確認した．

治_地
22_20_1
3:35

6 地 22
第１会

場
2.20 13:35 13:50 治水
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整理
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開建等
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課所等
氏
名

開建等
↓ﾘｽﾄ
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氏
名

開建等
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氏
名
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番
号
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論文
番号

会場 発表日

セッション
5
3
0
1 胆振海岸におけるブルーカー

ボン・クレジットの取り組みに
ついて

建設部
河川計画

課
高橋
洋介

建設部
河川計画

課
宝住
誓司

建設部
河川計画

課
松澤
昌英

ブルーカーボン・クレジット制度とは、沿岸・海洋生態系を活用したCO2吸収源の拡大を図るため、
藻場の保全活動等の実施者により創出されたCO2吸収量をクレジットとして認証し、CO2削減を図る企
業・団体等とクレジット取引を行う制度である。胆振海岸では、人工リーフを整備後、整備箇所に良
好な藻場が創出され、カーボンニュートラルに貢献している。本論は、胆振海岸でのJブルークレ
ジット認証までの取り組みについて報告するものである。

治_ｾﾞ
5_20_13:

50
6 ｾﾞ 5

第１会

場
2.20 13:50 14:05 治水

5
6
2
2

佐幌ダム再生事業
非常用洪水
吐き切削形状
について

北海道
帯広建
設管理

部

事業室事
業課

藤原
拓海

佐幌ダム再生事業は、堤高46.6m、総貯水容量1,040万m3の既設ダムを2.9m嵩上げし、堤高49.5mにす
ることで、総貯水容量1,200万m3を確保し、洪水調節能力を増強する事業である。非常用洪水吐き越
流部の嵩上げコンクリート施工にあたり、安定性確保・ひび割れ防止等検討のため応力解析を実施
し、既設越流部の切削形状を決定した。

治_安
72_20_1
4:30

17 安 72
第１会

場
2.20 14:30 14:45 治水

5
6
1
0

新桂沢ダム試験湛水報告
同軸嵩上げに
よる新桂沢ダ
ムの完成

札幌開
発建設

部

幾春別川
ダム建設
事業所

石井
優太
朗

札幌開発
建設部

幾春別川
ダム建設
事業所

片桐
悠太

札幌開
発建設

部

幾春別川
ダム建設
事業所

西村
義

新桂沢ダムは、平成１３年８月より転流工を兼ねる取水放流設備工事に着工、平成２９年７月より堤
体コンクリートの打設を開始し、令和元年７月にコンクリート打設を完了した。その後、貯水池内の
地すべり対策、付替道路工事、管理設備等の主要工事を完了させ、令和５年１１月試験湛水を開始、
令和６年３月に試験湛水が完了した。本論文では、試験湛水結果を報告するものである。

治_安
73_20_1
4:45

17 安 73
第１会

場
2.20 14:45 15:00 治水

5
6
2
1

地上撮影画像を用いた流域
積雪水量の把握

(国研)寒
地土木
研究所

水環境保
全チーム

山田
嵩

(国研)寒
地土木研

究所

水環境保
全チーム

横山
洋

融雪期におけるダム管理において流域内の積雪水量の時系列変化を把握することは重要である。ダム
によっては地上撮影画像により、経験的に融雪状況の把握を行っている。ダム管理を合理的に行うた
めに、経験則に頼らない手法が求められている。そこで本研究では、AIを利用した地上画像による融
雪状況の把握とダム流入量等に基づく流域積雪水量の把握を試みた。

治_安
74_20_1
5:0

17 安 74
第１会

場
2.20 15:00 15:15 治水



第68回(令和6年度)北海道開発技術研究発表会 発表要旨一覧(自由課題)

論文名 発表者、共同（研究）発表者等の所属等

主題 ｻﾌﾞﾀｲﾄﾙ

195 195 192 185

整理

番号

開建等
↓ﾘｽﾄ
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セッション
6
4
0
0

エゾシカと車両の衝突防止対
策における学習的アプローチ

標津防災事
業の取り組み

釧路開
発建設

部

道路設計
管理官

野中
順聖

釧路開発
建設部

道路設計
管理官

三井
修

(株)ドー
コン

環境事業
本部

中村
紘喜

一般国道３３５号標津防災は、標津町崎無異地区で海岸侵食による危険箇所を回避する新ルート（延
長３．８km）建設を目的とした防災対策事業である。新ルートは河川沿いのエゾシカ移動経路と交差
し、供用後、エゾシカが新ルートの橋梁桁下空間ではなく道路上に侵入することで車両との衝突リス
クが高まることが懸念された。本稿では、桁下空間を移動経路として学習させる衝突防止対策を検
討・実施した先駆的取組みを報告する。

道_安
77_20_9:

5
18 安 77

第２会

場
2.20 9:05 9:20 道路

6
6
0
4 一般国道336号広尾町市街地

における地域特性を踏まえた
交通安全対策の実施につい
て

地域連携・協
働による交通
課題の対策
事例

帯広開
発建設

部

広尾道路
事務所

藤岡
祐基

帯広開発
建設部

広尾道路
事務所

荒木
恒也

帯広開
発建設

部

道路設計
管理官付

宮西
功喜

広尾町市街地を縦断する一般国道３３６号は、帯広方面や日高方面を連絡する生活交通の基盤となる
路線である。このうち、約１ｋｍの市街地区間において、路肩側からの無理な追越しや並走による接
触事故等が発生しやすい状況であったため、交通安全対策が急務となっていた。本報告では、交通安
全対策として、地域協働による交通課題検討結果も踏まえ実施した交通安全対策の取組について報告
するものである。

道_安
78_20_9:

20
18 安 78

第２会

場
2.20 9:20 9:35 道路

6
6
0
9

通学路における可搬型ハンプ
の試験設置について

名寄市通学
路における速
度抑制対策

旭川開
発建設

部

道路計画
課

石田
洸希

旭川開発
建設部

道路計画
課

千田
秀明

名寄市
教育部
学校教
育課

堂前
裕明

名寄市南小学校周辺の通学路において、抜け道として利用する車両が多く、速度の速い車両が通過す
ることが交通安全上の課題となっていた。そのことから、名寄市と旭川開発建設部が連携し、速度抑
制を目的とした可搬型ハンプを今年度設置した。本論文では、事前調整から設置についての状況や課
題、設置中の状況調査や設置後の効果検証について報告するとともに、自治体と連携して事業推進す
る際の留意点について述べる。

道_安
79_20_9:

35
18 安 79

第２会

場
2.20 9:35 9:50 道路

6
6
1
9 苫小牧寒地試験道路におけ

るプレキャストコンクリート製
ハンプの試験設置

(国研)寒
地土木
研究所

寒地交通
チーム

四辻
裕文

(国研)寒
地土木研

究所

寒地交通
チーム

奥村
航太

(国研)寒
地土木
研究所

寒地交通
チーム

谷津
臣則

北海道ではゴム製やアスファルト製のハンプはあるが、維持補修を考えるとコンクリート製も選択肢
となり得る。しかし北海道にはコンクリート製ハンプの施工事例がなく、機械除雪による損傷具合が
明らかでない。本研究では積雪寒冷地におけるコンクリート製ハンプの施工性や維持管理に向けた課
題を整理するため、全国で唯一佐賀市にある金型を使って苫小牧寒地試験道路に施工したプレキャス
トコンクリート製ハンプについて報告する。

道_安
80_20_9:

50
18 安 80

第２会

場
2.20 9:50 10:05 道路

6
6
2
0 As製ハンプに関する除雪作

業者へのアンケート結果と路
面損傷の調査

北見市三輪
小通道路を対
象として

(国研)寒
地土木
研究所

寒地交通
チーム

奥村
航太

北見市
都市建設
部 道路
管理課

渡部
剛喜

(国研)寒
地土木
研究所

寒地交通
チーム

四辻
裕史

積雪寒冷地におけるハンプの多くは、除雪作業への影響や損傷の懸念から秋期に撤去されることが多
い。そのためAs製ハンプを実道に試験設置し、除雪作業者へのアンケートと路面の損傷具合の確認を
行った。その結果、設置による除雪作業への影響は「ややあった」との回答が得られたが、「致命的
な損傷を与えた」とする報告は確認されなかった。また、確認された傷は浅く、ハンプの機能に支障
がないことが判明した。

道_安
81_20_1
0:5

18 安 81
第２会

場
2.20 10:05 10:20 道路

6
4
0
2

中央島形状の違いが運転挙
動に与える効果の検証

中央島径20m
のラウンドア
バウトを対象
とした走行実
験の分析

(国研)寒
地土木
研究所

地域景観
チーム

増澤
諭香

(国研)寒
地土木研

究所

地域景観
チーム

榎本
碧

(国研)寒
地土木
研究所

地域景観
チーム

福島
宏文

ラウンドアバウト中央島は、マウンド等の導入により、交通安全面や景観面の向上が期待されてい
る。しかし、北海道で導入されている中央島径20m程度の場合に、中央島形状が運転行動へ与える影
響は十分に明らかにされていない。交通安全面と景観面で優れた中央島設計手法の提案に向け、中央
島径20mのラウンドアバウトを対象に実車走行実験を実施し、中央島のマウンドの有無が運転者の視
線挙動等に与える効果を検証した。

道_地
23_20_1
0:50

18 地 23
第２会

場
2.20 10:50 11:05 道路

6
2
0
0 サイクルツーリズムの取組に

おける利用実態把握に向けた
手法検討

常時観測機
器を用いた自
転車交通量
観測

帯広開
発建設

部

道路計画
課

嶋﨑
健太

帯広開発
建設部

道路計画
課

久保
奏

（株）ドー
コン

交通部
宮坂
純平

十勝地域では、トカプチ４００を基軸としたサイクルツーリズムの取組推進による誘客や地域振興を
目指しているが、誘客目標の設定や経済効果の把握に必要となる利用実態の把握手法の確立が求めら
れている。本論文では、利用実態の一つである自転車交通量把握のため、自転車専用の常時観測機器
（電磁誘導式・通年）を道内で初めて導入した経緯や、観測状況ならびに課題と今後の展望について
報告する。

道_観
4_20_11:

5
2 観 4

第２会

場
2.20 11:05 11:20 道路

6
2
0
1

北海道のサイクルツーリズム
推進における取組について

建設部
道路計画

課
牧野
一輝

建設部
道路計画

課
髙橋
直之

株式会
社ドーコ

ン

都市・地
域事業本
部 総合計

画部

佐藤
航平

2019年8月に世界水準のサイクリング環境の構築に向け「北海道サイクルルート連携協議会」が発足
して以降、現在10のルート協議会が登録され、受入環境の充実・走行環境の整備・情報発信の取組が
進められている。本稿では、これまで実施されてきた取組を振り返り新たな課題を明確にするととも
に、令和6年4月から計画期間となった第9期北海道総合開発計画の推進に向けて、北海道におけるサ
イクルツーリズムの今後の展開について考察する。

道_観
5_20_11:

20
2 観 5

第２会

場
2.20 11:20 11:35 道路

6
2
0
2 圧迫感軽減を目的とした陰影

および汚れのコントロールに
よるコンクリート面の修景事例
について

(国研)寒
地土木
研究所

地域景観
チーム

笠間
聡

(国研)寒
地土木研

究所

地域景観
チーム

上田
真代

東日本
高速道
路株式
会社 北
海道支
社技術

部

地域景観
チーム

福島
宏文

長大なコンクリート面は景観に及ぼす影響が大きく、また、土埃や雨水の作用によるまだらな汚れが
生じるケースもあり、なんらかの景観的な手当てが期待されるケースも少なくない。このような問題
に対し、造形的な工夫、表面処理の工夫、水切りの導入などにより、景観的な影響を低減する工夫を
取り入れた構造物の事例が存在する。これらのいくつかに関し、経年による修景効果の現状をあわせ
て調査し、事例を整理した結果を報告する。

道_観
6_20_11:

35
2 観 6

第２会

場
2.20 11:35 11:50 道路

6
5
0
4 WISENET2050に資するこれま

での北海道開発局での道路
整備における取組

北海道スタン
ダード等の道
路構造での工
夫

建設部
道路計画

課
葭本
陸斗

建設部
道路計画

課
大越
健司

建設部
道路計画

課
奥野
正義

「ＷＩＳＥＮＥＴ２０５０・政策集」では、これからの高規格道路に求められる役割を発揮していく
ため、高規格道路ネットワーク全体のサービス向上が政策展開の１つとしており、今後、必要な基準
等を整備し新たな対策を機動的に実施するとされている。本稿では、北海道の道路分野における「道
路構造の工夫」に関するこれまでの取組事例や効果について整理し、今後の道路整備における取り組
み方ついて考察する。

道_交
2_20_13:

5
1 交 2

第２会

場
2.20 13:05 13:20 道路

6
5
0
5 WISENET2050に資するこれま

での北海道開発局での道路
整備における取組

ネイチャーポ
ジティブに資
する取組

建設部
道路計画

課
米森
幹人

建設部
道路維持

課

宇津
味
聖也

建設部
道路維持

課
大友
大輝

WISENET2050では、これからの高規格道路に求められる役割を発揮していくため、自然再興（ネイ
チャーポジティブ）の実現を政策展開の１つとしており、周辺環境や景観に配慮した道路ネットワー
クの形成や道路空間の創出を目指すとされている。本稿では、北海道の道路分野における「周辺環境
や景観に配慮した道路整備」に関するこれまでの取組事例や効果について整理し、今後の道路整備に
おける取り組み方について考察する。

道_交
3_20_13:

20
1 交 3

第２会

場
2.20 13:20 13:35 道路

6
5
0
2

道央圏連絡道路のサービス
レベル向上に向けた検討

パフォーマン
ス・マネジメン
トの導入へ

札幌開
発建設

部

都市圏道
路計画課

菅野
蒼雪

札幌開発
建設部

都市圏道
路計画課

野地
拓也

パシフィッ
クコンサ
ルタンツ
株式会社

河合
宏之

WISENET2050の取組推進に向け、サービスレベル達成型の道路行政に転換し、高規格道路全体のシー
ムレスなサービスの実現が求められている。本稿は、高規格道路である道央圏連絡道路を対象に、
データを活用したパフォーマンス・マネジメントにより、目指すサービスレベルに対する現状分析、
交通量・旅行速度・道路構造等の現況モニタリング、モニタリングを踏まえた要因分析および対策検
討状況を報告するものである。

道_交
4_20_13:

35
1 交 4

第２会

場
2.20 13:35 13:50 道路
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番
号
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論文
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会場 発表日

セッション
6
5
0
3 道路階層に応じたサービスレ

ベル(LOS)等の北海道への適
用に向けた考察

サービスレベ
ル達成型の
道路行政へ

建設部
道路計画

課
木村
泰正

北海道局 地政課
森
雄大

建設部
道路計画

課
中居
知

これまで、増大する交通需要に対応しネットワークを早期につなぐ道路整備を進めてきたが、行政界
でのサービスレベルのギャップなどの課題が顕著化しており、WISENET2050では、道路の階層性に応
じたサービスレベルを達成する為のネットワーク構築を目指している。本稿では、北海道における
サービスレベル達成型の道路ネットワーク構築に向けて、道路の階層性に応じたサービスレベルの設
定、実勢速度の分析等の検討状況を報告するものである。

道_交
5_20_13:

50
1 交 5

第２会

場
2.20 13:50 14:05 道路

6
5
0
7 地方部におけるコミュニティ型

「道の駅」の存続のための基
礎的要件について

(国研)寒
地土木
研究所

地域景観
チーム

上田
真代

(国研)寒
地土木研

究所

地域景観
チーム

岩田
圭佑

(国研)寒
地土木
研究所

地域景観
チーム

大部
裕次

地方部に位置する道の駅の多くは、地域住民を対象とした施設としての側面が大きい。しかし、人口
減少や高齢化による人材不足、閑散期の交通量減により安定した集客が見込めないことから収益化が
難しい状況にある。そこで、地域コミュニティ型道の駅の先駆的な事例を対象にヒアリングを行い、
道の駅立ち上げの背景や目的、運営組織の在り方などから、地方部の道の駅を存続させていくための
基礎的な要件について考察した。

道_交
6_20_14:

30
2 交 6

第２会

場
2.20 14:30 14:45 道路

6
5
0
6

道路施設等を活用した物流の
効率化を目指して

「生産空間」
の暮らしと産
業を支える物
流の維持に向
けた方向性

建設部
道路計画

課
堀田
美月

建設部
道路計画

課
角張
弘幸

建設部
道路計画

課
伊藤
典弘

北海道は広域分散型の地域構造であり、食や観光などを提供する生産空間の維持の取組の一環とし
て、物流の効率化を図る目的で令和３年度から、「道の駅」や除雪ステーション等の道路施設等を活
用した「中継輸送」の実証実験を行ってきた。これらの実証実験より得られた知見を踏まえ、令和６
年度は簡易パーキング等を活用した実証実験を行い、中継輸送拠点の実装に向けた道路施設等の活用
方法を検討した。

道_交
7_20_14:

45
2 交 7

第２会

場
2.20 14:45 15:00 道路

6
5
0
1

留萌地域における「ほっかい
どう学」の実践と今後の展望

留萌地域の
みち学習

留萌開
発建設

部

道路計画
課

堀田
孝也

留萌市立
留萌小学

校

高橋
基文

北海道苫
前商業高
等学校

虎野
正嗣

北海道総合開発計画（第8期及び第9期）に則り、当部においても「ほっかいどう学」を推進してい
る。そのうち本稿では特に、児童・生徒たちの“道路”への理解を深めることを目的とした管内の小
学校及び高等学校教諭等との協働による、「みち学習」の実践（小学生向けの道の駅学習用のデジタ
ル教材開発及び高校生向けの観光教育の実践等）について報告するとともに、人口減少時代における
地域学習の今後のあり方について検討する。

道_交
8_20_15:

0
2 交 8

第２会

場
2.20 15:00 15:15 道路

6
5
0
0 アイアンマンジャパンみなみ

北海道大会2024と函館開発
建設部の関わり

高規格道路
のイベント活
用事例

函館開
発建設

部

道路計画
課

石垣
春季

函館開発
建設部

道路計画
課

藤井
大道

函館開
発建設

部

地域連携
課

山田
研太

令和6年9月、北斗市及び木古内町を舞台としてトライアスロンの国際大会「アイアンマンジャパンみ
なみ北海道大会2024」が開催された。本稿では前述のトライアスロン大会において、高規格道路及び
国道の一部をフィールドとして提供した事例を紹介するほか、大会の開催にあたり実施した情報発信
及び地域協働の取り組みについて報告する。

道_交
9_20_15:

15
2 交 9

第２会

場
2.20 15:15 15:30 道路
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セッション
8
3
0
0

小水力発電施設の導入につ
いて

芽室川西地
区の事例

帯広開
発建設

部

帯広農業
事務所

谷口
雄二

帯広開発
建設部

帯広農業
事務所

岩渕
雄大

帯広開
発建設

部

帯広農業
事務所

野中
一瞳

国営かんがい排水事業芽室川西地区は、北海道帯広市及び河西郡芽室町に位置する2万haの受益地に
おいて水需要の変化に対応した用水再編により新たに畑地かんがい用水を確保し、用水路や水源であ
る美生ダムの管理設備等の整備を行い、併せて小水力発電施設整備による維持管理費の低減を図るも
のである。本稿では、用水施設整備に併せ新設する小水力発電施設の導入に係る調整及び整備に向け
た技術的検討状況について紹介する。

農_ｾﾞ
6_20_9:5

3 ｾﾞ 6
第３会

場
2.20 9:05 9:20 農業

8
4
0
0

ニセコ地域における技術者育
成の取組について

若手・女性・
外国人の技
術者育成の
取組

小樽開
発建設

部

後志中部
農業

西村
知

小樽開発
建設部

後志中部
農業

松田
修

小樽開
発建設

部

後志中部
農業

小泉
政和

建設業の2024年問題等、働き方改革の推進において、技術者の育成・確保が重要な課題である。ニ
セコ地域では国営緊急農地再編整備事業ニセコ地区を実学の場として、現場教育、環境教育、産業教
育を実施している。UAVを活用した土木技術の説明、環境モニタリング調査、地域の農業と環境の勉
強会、女性技術者を対象とした技術力向上講習会、外国人技術者の現場受け入れなど技術者育成の取
組状況について報告するものである。

農_交
10_20_9:

20
3 交 10

第３会

場
2.20 9:20 9:35 農業

8
5
0
0 国営緊急農地再編整備事業

「岩見沢北村地区」におけるＩ
ＣＴ導入実証事業の取組状況

札幌開
発建設

部

岩見沢農
業事務所

佐藤
勇太

札幌開発
建設部

第３工事
課

山王
萌

札幌開
発建設

部

第３工事
課

井上
和也

国営緊急農地再編整備事業「岩見沢北村地区」では、令和５年度に制度拡充されたＩＣＴ導入実証事
業にいち早く申請し、３次元データを活用した設計から施工、営農、維持管理までの一体的な農地整
備を目指して各種実証を行っている。本稿では、本地区で行う実証の全体像を紹介するとともに、検
討の場である「岩見沢ほ場整備ゼミ」の活動や実証の進捗状況について報告する。

農_交
11_20_9:

35
3 交 11

第３会

場
2.20 9:35 9:50 農業

8
7
0
0 岩見沢大願地区における大

区画水田の設計･施工方法の
統一化に向けた検討

札幌開
発建設

部

岩見沢農
業事務所

田中
凱蒼

札幌開発
建設部

第２工事
課

谷村
元介

札幌開
発建設

部

第２工事
課

佐々
木翔
大

国営緊急農地再編整備事業「岩見沢大願地区」は、石狩川左岸に広がる泥炭性軟弱地盤地域において
標準区画２ha超の大区画化水田の整備を行っている。本地区では、ほ場の大区画化や排水不良の改善
等に加えて、将来のスマート農業の導入にも対応しうるほ場整備に取り組んでいる。本稿では、この
ような条件の中で実施している設計・施工方法の統一化に向けた検討事例について報告する。

農_Ｄ
20_20_9:

50
3 Ｄ 20

第３会

場
2.20 9:50 10:05 農業

8
7
0
1 ＵＡＶ空撮画像から作成する３

次元点群データによる開水路
の傾倒監視

空撮写真の
分解能と測定
精度の関係

札幌開
発建設

部

土地改良
情報対策

官

須藤
勇二

寒冷地におけるコンクリート開水路の特徴的な変状の一つに凍上圧による側壁の傾倒があげられる。
これまで傾倒状態の診断では、側壁の角度等を直接的に計測する必要があった。本報では、ＵＡＶを
用いた空撮写真から作成する３次元点群データをもとに傾倒監視を行う方法を試行し、空撮写真の分
解能と測定精度の関係を整理した結果、機能診断における健全度評価の判定材料になる一定の測定精
度を得られたので概要を報告する。

農_Ｄ
21_20_1
0:5

3 Ｄ 21
第３会

場
2.20 10:05 10:20 農業

8
6
0
0

農業専用ダムの安全性評価
について

ダムの付帯設
備の耐震性
能評価

旭川開
発建設

部

農業計画
課

南
恭子

旭川開発
建設部

農業計画
課

佐藤
広輝

旭川開
発建設

部

農業計画
課

長尾
諭

我が国の農業生産基盤を支える農業用ダムについては、重要な社会インフラとしてその機能を適切に
管理していくため、総合的な安全性評価を進めている。農林水産省ではダム堤体と同様に付帯設備に
関しても必要な耐震性能を有しているかを確認するため、付帯設備の耐震性能照査を行っている。本
稿ではこの農業用ダム付帯設備耐震性能照査マニュアルに則り実施した神居ダム付帯設備における耐
震性能照査について報告する。

農_安
82_20_1
0:45

19 安 82
第３会

場
2.20 10:45 11:00 農業

8
6
0
1

発電所放流設備損傷に伴う
農業用水補給支援の取組

函館開
発建設

部

農業開発
課

皆川
和優

函館開発
建設部

農業開発
課

児玉
輝明

函館開
発建設

部

農業開発
課

加藤
丈士

令和５年６月に発生した北海道電力(株)七飯発電所放流設備損傷によって、渡島半島南部に位置する
国営大野平野地区へのかんがい用水が停止する状況となった。本報告では、この緊急事態に対し、函
館開発建設部が実施した北斗市、函館市、七飯町の農地約2,000haへの農業用水補給支援に係る取組
について紹介する。

農_安
83_20_1
1:0

19 安 83
第３会

場
2.20 11:00 11:15 農業

8
6
0
2

朝日頭首工の耐震性能照査
及び耐震補強工法の事例

札幌開
発建設

部

岩見沢農
業事務所

三上
斗蒼

札幌開発
建設部

岩見沢農
業事務所

髙玉
隆典

札幌開
発建設

部

岩見沢農
業事務所

森田
一輝

国営かんがい排水事業幌向川二期地区で整備を行っている朝日頭首工は、造成から30年以上が経過し
ており、施設の劣化が進行している。本頭首工の整備にあたり、耐震性能照査とともに耐震補強設計
等の検討を行った。本稿では、朝日頭首工における耐震性能照査に基づいた耐震補強工法及び施工計
画について報告するものである。

農_安
84_20_1
1:15

19 安 84
第３会

場
2.20 11:15 11:30 農業

8
6
0
3

篠津運河中流地区における
管水路設計

泥炭性軟弱
地盤における
管水路改修
計画

札幌開
発建設

部

札幌北農
業事務所

藤井
幸基

札幌開発
建設部

札幌北農
業事務所

髙谷
智文

札幌開
発建設

部

札幌北農
業事務所

田守
空良

泥炭性軟弱地盤に埋設された管水路は時間の経過に伴い、変状等が進行して機能低下することがあ
る。篠津運河中流地区の農業用水は、国営篠津中央土地改良事業（Ｓ６０～Ｈ１８）により造成され
た用水施設より配水されているが、経年的な変状を及ぼしている箇所もある。本稿は、泥炭性軟弱地
盤に起因した変状の実態を踏まえ、配慮すべき管水路設計の内容について報告するものである。

農_安
85_20_1
1:30

19 安 85
第３会

場
2.20 11:30 11:45 農業

8
6
0
4

国営総合農地防災事業「雨竜
川下流地区」の施工状況報告

札幌開
発建設

部

深川農業
事務所

阿部
ひな
ぎ

札幌開発
建設部

深川農業
事務所

小林
慎一

札幌開
発建設

部

深川農業
事務所

稲船
直人

国営総合農地防災事業「雨竜川下流地区」は、基幹的農業水利施設である八丁目頭首工が流下能力不
足により安全性が低下し、また、洪水等の自然的状況の変化に起因する河床洗掘により施設機能も低
下しており、災害のおそれが広域的に生じていることから、施設機能の回復と災害の未然防止を図る
ため平成２９年度に新規着工した。本稿では、令和２年度に工事着手した頭首工を含む工事施工の進
捗状況について報告する。

農_安
86_20_1
1:45

19 安 86
第３会

場
2.20 11:45 12:00 農業
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9
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0

建築物における環境配慮型コ
ンクリートの導入に向けて

旭川開
発建設

部

施設整備
課

今田
敢己

旭川開発
建設部

施設整備
課

三木
俊一

網走開
発建設

部

施設整備
課

那須
野

拓磨

近年、カーボンニュートラルの取り組みとして環境配慮型コンクリートが注目されており、新しい材
料や技術が開発されているところであるが、建築部門においては建築基準法上の規制もあり積極的な
活用には至っていない。本研究では、環境配慮型コンクリートを活用する際の調達や施工条件、コス
トなどを調査・検討することで、建築部門における利用の促進に資することを目的とする。

営_ｾﾞ
7_20_9:5

1 ｾﾞ 7
第４会

場
2.20 9:05 9:20 営繕

9
4
0
0

「輪」になって踊り、交わる 体
験交流ホール

－顔の見える
交流ができる
空間づくりへ
のチャレンジ
－

営繕部
営繕

整備課

堀
純
平

営繕部
営繕整備

課
髙森
宏視

営繕部
営繕整備

課
山岡
栄一

国立民族共生公園体験交流ホールは、アイヌの歴史・文化を国内外から訪れる来場者に幅広く理解し
てもらうために「体験・交流」をコンセプトとして整備された、アイヌの伝統芸能を上演するホール
である。演舞者と観客が「顔の見える交流」をできるよう、設計においては、ホールの空間デザイ
ン・舞台音響設計・舞台照明映像設備について検討を行った。本稿ではホール設計における課題と検
討した内容について報告する。

営_地
24_20_9:

20
1 地 24

第４会

場
2.20 9:20 9:35 営繕

9
4
0
1

施設整備における顧客満足
度調査結果の活用について

特殊建築物
の調査結果
から一般庁舎
へのフィート
バックにつな
げる

営繕部
技術・評
価課

大井
研太
朗

営繕部
技術・評
価課

森喜
人

北海道開発局営繕部では、施設利用者にとって使いやすい施設を目指して顧客満足度調査を実施し、
利用者の意見を今後の設計にフィードバックしている。本研究ではウポポイ（民族共生象徴空間）の
内、博物館及び体験交流ホールについて、事務庁舎と異なる利用目的で来た一般来場者の意見をもと
に新たな視点での留意点を考察し、今後の施設整備の企画・設計の一助とすることを目的とする。

営_地
25_20_9:

35
1 地 25

第４会

場
2.20 9:35 9:50 営繕

6
7
0
4

大型プレキャストボックスカル
バートの施工事例報告

～旭川・紋別
自動車道にお
ける生産性向
上に資する取
組～

網走開
発建設

部

遠軽開発
事務所
第２道路

課

根津
太一

網走開発
建設部

遠軽開発
事務所

丹羽
敏和

網走開
発建設

部

遠軽開発
事務所
第１道路

課

島田
智宏

旭川・紋別自動車道遠軽上湧別道路は高速ネットワーク拡充により近隣都市間の連絡機能強化による
地域間交流の活性化及び物流効率化支援等を目的とした延長１３．８ｋｍの高規格道路で、令和６年
度から工事着手し整備を進めている。本稿では工事現場の生産性向上に資する取組として、今年度実
施した大型プレキャストボックスカルバートの施工事例について報告する。

技_Ｄ
23_20_1
0:25

4 Ｄ 23
第４会

場
2.20 10:25 10:40

技術管
理

1
0
7
0
7

冬期道路維持管理における
雪捨て場の人員削減の試行

～AIカメラを
用いたダンプ
トラック受付
の無人化～

稚内開
発建設

部

稚内道路
事務所

小松
健太

稚内開発
建設部

稚内道路
事務所

仲田
田

山本建
設（株）

羽賀
新一

宗谷地域の建設業の人手不足が深刻な状況下、稚内道路事務所管内の冬期道路に係る運搬排雪は、運
搬するダンプトラックを管理するため、雪捨て場付近に作業員を２名配置し運行管理を行っていた。
この運搬排雪における作業計画では課題があったため、本稿ではAIカメラ等、デジタル技術を用い
て、配置人員や運搬排雪の改善によるコスト縮減等、冬期道路の運搬排雪における効率化を目指す取
組について、試行結果を報告・考察する。

技_Ｄ
30_20_1
0:40

4 Ｄ 30
第４会

場
2.20 10:40 10:55

技術管
理

1
0
7
0
1

日高自動車道におけるICTの
取組について

室蘭開
発建設

部

苫小牧道
路事務所

髙橋
陽生

室蘭開発
建設部

苫小牧道
路事務所
第２工務

課

上杉
朗裕

室蘭開
発建設

部

道路施工
保全官

瀧谷
明人

苫小牧道路事務所はi-Constructionを推進する先導事務所に位置づけられており、少子高齢化の進展
により、建設業界における担い手不足の深刻化等に対応するため、建設現場の生産性の向上等につい
て推進している。高規格幹線道路である日高自動車道においてＩＣＴを活用した生産性向上の取組を
実施しており、本稿ではＩＣＴ活用工事の取組事例やＩＣＴの取組を通しての気づき等について報告
する。

技_Ｄ
32_20_1
0:55

4 Ｄ 32
第４会

場
2.20 10:55 11:10

技術管
理

1
0
7
0
2 情報共有の効率化へ向けた

クラウドサービスの活用につ
いて

室蘭開
発建設

部

苫小牧道
路事務所
第２工務

課

立花
咲月

室蘭開発
建設部

苫小牧道
路事務所
第２工務

課

上杉
朗裕

室蘭開
発建設

部

苫小牧道
路事務所
第２工務

課

金子
恵造

日高自動車道厚賀静内道路建設事業における工事実施に伴って住民から寄せられる意見の情報共有や
事務所内の情報の引き継ぎが正確に出来ていないという課題が見受けられた。その課題を解決するた
め情報の共有をクラウドサービス上で行うことを立案した。関係機関、工事受注者、事務所の３者が
同じ情報へアクセスをすることにより情報共有の効率化を図った。本稿では先導事務所としての取り
組みを報告する。

技_Ｄ
33_20_1
1:10

4 Ｄ 33
第４会

場
2.20 11:10 11:25

技術管
理

1
0
7
0
3 旭川十勝道路 富良野北道

路におけるICT活用事例から
見る3次元データの利活用に
関する現状と課題

より良い情報
の連続性構
築による建設
生産・管理シ
ステムの効率
化

旭川開
発建設

部

旭川道路
事務所第
3工務課

佐々
木望

旭川開発
建設部

旭川道路
事務所第
3工務課

今野
強粋

新谷建
設株式
会社

湊聡

旭川道路事務所は、i-construction先導事務所として位置づけられている。先導事務所の取り組みと
して富良野北道路におけるICT活用事例を基に効果の把握を行った。本稿では、その中であきらかと
なった課題であるデータ納品から次工事への引き渡しといった３次元データの利活用に焦点を合わ
せ、それに伴う課題と問題点について整理を行い、今後の利活用をより効果的に行うための方法につ
いて提案するものである。

技_Ｄ
34_20_1
1:25

4 Ｄ 34
第４会

場
2.20 11:25 11:40

技術管
理

1
0
7
0
4 俱知安余市道路におけるイン

フラDX・i-Constructionモデル
事務所としての取り組み

道路維持管
理の効率化と
プラットホーム
の利活用

小樽開
発建設

部

道路設計
管理官

足立
翔吾

小樽開発
建設部

道路設計
管理官

荒川
王治

小樽開
発建設

部

道路設計
管理官

中嶋
清晴

小樽開発建設部は、北海道におけるインフラＤＸ・ｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎの取り組みを推進
するモデル事務所に位置づけられており、高規格幹線道路である俱知安余市道路において、クラウド
サービスを活用した維持管理の効率化について検討している。今年度供用開始予定である仁木余市間
において、モデルデータを活用した維持管理業務の実施を考えており、本稿では、今年度の取り組み
状況と今後の展望について報告する。

技_Ｄ
27_20_1
1:40

4 Ｄ 27
第４会

場
2.20 11:40 11:55

技術管
理

6
7
0
1

XAI（Explainable AI）による道
路附属物点検の高度化

北大との連携
協定に基づく
インフラ管理
のイノーベー
ション
「NORTH-
AI/Eye」の推

建設部
道路維持

課
今西
将也

建設部
道路維持

課
山崎
幸秀

建設部
道路維持

課
西山
泰幸

北海道開発局では、北海道大学大学院情報科学研究院と連携し、道路附属物（固定式視線誘導柱（矢
羽根）、標識、照明等）の点検・診断について、現状の「高所作業車や伸縮カメラによる点検」＋
「人力による診断」から、将来的に「ドローンによる点検」＋「ＡＩによる診断」へ置き換えること
による生産性向上と、誰が実施しても統一的な診断結果を得ることを目的とした取組を進めており、
本稿ではこれまでの経過を報告する。

技_Ｄ
22_20_1
3:5

5 Ｄ 22
第４会

場
2.20 13:05 13:20

技術管
理

6
7
0
2 ｢一般国道５号 札幌市 新川

交差点舗装工事｣における交
差点部のCIM活用効果

札幌開
発建設

部

札幌道路
事務所第
２工務

柴田
健永

札幌開発
建設部

札幌道路
事務所第
２工務

村岡
豊仁

札幌開
発建設

部

札幌道路
事務所第
２工務

城戸
優一
郞

一般国道５号札幌市新川交差点は、国道5号と新川通の交差点で、主要渋滞箇所に指定されている。
ＮＥＸＣＯ管理の新川ＩＣから新川通へ左折する車両が直進車の阻害となっており、新川通への右折
待ちの車列と新川ＩＣからの合流車両による渋滞が発生している。本工事は新川ＩＣ、一般国道５
号、新川通と３つの交通が合流し、施工計画が複雑であることからＣＩＭを活用し、円滑な工事計画
を検討した結果・効果を報告するものである。

技_Ｄ
24_20_1
3:20

5 Ｄ 24
第４会

場
2.20 13:20 13:35

技術管
理

6
7
0
5 デジタルツイン構築による冬
期道路・交通管理の効率化の
検討

冬期データの
収集・シミュ
レーションを
核としたDXの
取組

建設部
道路計画

課
西崎
諒真

建設部
道路計画

課
浦建
一郎

株式会
社ドーコ

ン
交通部

松田
真宜

冬期道路管理においては、大雪や暴風雪の影響による通行止めや大規模滞留が社会的な問題となって
おり、その解消が重要な課題である。本稿では、デジタル技術の活用による道路の冬期課題解消を目
指し、デジタルツイン構築によるデータ集積プラットフォームの開発によるリアルタイムな路面状
況・視界状況等のデータ収集及び道路管理の効率化・負担軽減に資する情報提供などについて、検
討・取組状況を報告する。

技_Ｄ
25_20_1
3:35

5 Ｄ 25
第４会

場
2.20 13:35 13:50

技術管
理
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セッション
1
0
7
0
0 インフラDX・i-Construction

「展開の年」における先導事
務所の取り組みについて

－建設現場に
おける生産性
を向上させ、
魅力ある建設
現場を目指し
て－

帯広開
発建設

部

帯広道路
事務所第
２工務課

今田
真統

帯広開発
建設部

帯広道路
事務所第
２工務課

宍戸
政仁

帯広開
発建設

部

帯広道路
事務所第
２工務課

濱下
和久

近年の土木建設工事においては、３次元設計データを用いたＢＩＭ／ＣＩＭを活用し、施工計画や安
全対策を効率的に実施することが一般的になりつつある。本発表では、現場において、携帯電話の不
感地帯での、衛星インターネットサービスとメッシュWi-Fiを使用した大規模ネットワークを構築
し、遠隔臨場やICT施工を円滑に行える環境を構築するなど、先導事務所でのに関する取り組み事例
を紹介する。

技_Ｄ
31_20_1
3:50

5 Ｄ 31
第４会

場
2.20 13:50 14:05

技術管
理

1
0
7
0
5 倶知安余市道路におけるi-

Constructionの取組みについ
て

ＩＣＴ技術活
用・Ｐｃａ導入
により生産性
向上を図った
事例紹介

小樽開
発建設

部

小樽道路
事務所
第１工務

課

山下
昇真

小樽開発
建設部

小樽道路
事務所
第１工務

課

高野
進

小樽開
発建設

部

小樽道路
事務所
第１工務

課

池田
志樹

国土交通省では建設現場の生産性を向上させ、魅力ある建設現場を目指すi-Constructionを推進して
いる。小樽開発建設部は2019年3月にi-Constructionモデル事務所に指定され、3次元情報活用モデル
事業である倶知安余市道路において、ICTを活用した生産性向上の取組みを推進してきた。本論文で
は、これまでに当該事業で実施してきた生産性向上の取組みについて、その効果や課題を報告する。

技_Ｄ
28_20_1
4:30

6 Ｄ 28
第４会

場
2.20 14:30 14:45

技術管
理

1
0
7
0
6

長沼南幌道路でのICT施工
StageⅡの取り組み

建設現場のデ
ジタル化・見
える化

札幌開
発建設

部

札幌道路
事務所

阿部
竜希

札幌開発
建設部

札幌道路
事務所

山田
毅

株式会社
砂子組

大坂
昌輝

省人化を目的とし、建設機械の位置情報や稼働状況、施工履歴などの様々なデジタル情報をリアルタ
イムに集約しトータルマネジメントを行うとともに、必要な資機材配置や作業工程などを見直すこと
で複数現場の全体最適を図る「ＩＣＴ施工ＳｔａｇｅⅡ」の取組みの普及促進のため、道央圏連絡道
路長沼南幌道路の施工現場において得られた効果や課題についてとりまとめ、紹介する。

技_Ｄ
29_20_1
4:45

6 Ｄ 29
第４会

場
2.20 14:45 15:00

技術管
理

6
6
3
8

地すべりにおける擁壁変状の
点群計測精度に関する分析

(国研)寒
地土木
研究所

防災地質
チーム

坂本
尚弘

(国研)寒
地土木研

究所

防災地質
チーム

川又
基人

近年、多様なLiDARの点群取得機器が普及してきており、防災カルテ点検において地表面の精緻な表
現に長けた「3次元点群データ」の活用が期待されている。本報告では、防災カルテ点検の地すべり
の点検着目箇所である「擁壁」の変状を4種類の異なる点群取得機器により点群データを取得し、点
群密度から機器ごとに擁壁の変状に対する計測精度を比較した結果について述べる。

技_Ｄ
26_20_1
5:0

6 Ｄ 26
第４会

場
2.20 15:00 15:15

技術管
理


